
二
）
 
 
 

あ
ら
ゆ
る
経
済
現
象
は
、
貨
幣
経
済
の
下
に
於
で
ほ
〓
つ
の
共
通
の
場
に
通
約
せ
ら
れ
て
現
は
れ
る
。
そ
れ
は
慣
格
現
象
に
外
な
ら
 
 

ぬ
。
崖
済
学
が
憤
格
論
の
名
の
下
笹
取
扱
ふ
間
琴
彗
し
か
し
、
通
常
、
哀
楽
財
①
慣
格
溜
成
の
過
程
で
あ
る
。
と
て
ろ
が
、
慣
格
現
 
 

象
ぼ
独
且
草
栗
財
に
限
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
℃
生
産
財
の
場
合
も
、
そ
①
債
格
決
定
機
構
は
盈
要
な
る
課
題
で
な
け
れ
ぼ
な
ら
ぬ
。
 
 

生
産
財
の
う
ち
、
中
間
生
産
物
の
場
合
絃
、
事
慧
訝
準
じ
て
そ
の
慣
格
を
分
析
し
得
る
で
あ
ち
う
。
し
か
し
．
、
原
本
生
産
財
灯
就
い
 
 

て
、
そ
れ
が
享
楽
財
①
如
く
、
直
接
、
消
磨
老
の
数
用
に
筍
興
し
．
な
い
か
ら
、
軍
楽
財
の
場
合
と
別
個
の
疲
現
を
以
て
、
そ
0
慣
格
決
 
 

定
機
構
が
分
析
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
く
し
て
、
原
本
生
産
財
ゐ
場
合
、
そ
の
慣
格
は
、
当
該
生
産
財
が
生
産
に
参
興
し
た
 
 

審
類
財
の
慣
格
か
ら
、
生
産
的
寄
輿
に
應
じ
て
き
ま
る
と
云
ふ
着
眼
が
生
れ
る
。
享
柴
財
Q
場
合
、
そ
の
偵
格
決
定
機
構
b
婚
義
的
な
 
 

も
 
 

両
 
州
一
 
 
 

限
界
生
産
力
祝
と
利
潤
頼
大
化
の
問
題
 
 

三
、
若
干
の
吟
味
 
 

二
、
R
e
d
e
r
の
限
界
生
産
力
改
批
判
・
…
…
・
－
 
 

一
、
限
界
生
産
力
貌
の
定
型
 
 

限
界
畳
屋
力
説
と
利
潤
極
大
俄
の
問
題
 
 

R
息
菖
限
界
生
産
力
詭
批
判
の
吟
味
 
 

日
 

冷
 
奴
 
 
東
 
 
男
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刷
 
】
二
 
 

節
こ
十
三
巻
 
俸
こ
批
 
 

る
着
眼
は
限
界
数
用
思
想
①
貫
徹
で
滴
る
。
生
産
財
の
場
合
．
そ
？
慣
格
決
定
轍
購
の
有
力
恵
る
思
想
に
限
界
生
産
力
詭
が
あ
る
。
享
 
 

楽
財
偵
格
決
定
0
間
越
ほ
、
滑
費
者
の
許
偵
む
主
軸
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
之
に
対
し
、
尊
慮
財
磯
路
決
定
0
問
題
は
、
企
葉
者
甲
評
 
 

偵
む
主
軸
と
す
る
。
 
 
 

と
こ
、
ろ
で
、
限
界
生
産
力
説
忙
は
二
つ
①
思
想
が
働
く
。
そ
の
一
は
、
限
界
原
理
G
詣
n
Z
g
e
S
e
｛
2
で
あ
少
、
そ
の
こ
柊
、
襲
失
の
思
 
 

想
虻
e
ユ
u
s
t
的
e
d
a
n
k
e
で
あ
る
。
限
界
．
鳳
改
正
〓
系
列
の
経
済
的
低
値
が
、
限
界
患
位
の
そ
れ
に
依
存
す
る
関
係
か
こ
嵩
ふ
。
喪
失
の
 
 

方
r
 
 

思
想
は
，
数
個
心
財
が
相
結
合
し
て
査
低
値
を
実
現
す
る
場
合
、
何
れ
か
山
財
の
喪
失
に
よ
つ
て
そ
0
全
低
値
の
す
べ
て
乃
至
脚
部
が
 
 

滑
滅
す
る
と
き
」
滑
滅
．
執
分
の
慣
借
覧
そ
の
財
の
慣
傲
と
し
て
許
偵
す
る
関
係
整
式
ふ
。
後
薯
の
場
合
、
そ
れ
を
基
楷
と
す
る
思
考
 
 

に
、
限
界
生
産
力
説
の
外
．
帰
属
詮
N
竃
e
C
F
n
丘
n
的
S
t
b
e
ロ
ユ
e
 
（
そ
の
二
つ
を
な
す
も
0
と
し
て
、
通
常
、
メ
ン
ガ
ー
、
ボ
エ
ー
ム
・
 
 

バ
グ
エ
ル
ク
、
ヴ
ヰ
ー
ザ
～
等
ヴ
ヰ
ー
ナ
ト
・
シ
a
l
）
貌
人
々
が
挙
げ
ら
れ
る
）
が
あ
る
。
限
界
生
産
力
説
と
帰
属
詮
と
の
差
異
に
 
 

っ
い
て
は
、
困
難
在
る
問
題
む
含
む
が
、
限
界
生
産
力
説
が
、
生
産
財
に
就
き
」
窮
極
に
於
て
、
そ
0
憤
終
に
関
す
る
に
対
し
て
」
帰
 
 

属
詭
は
、
ぬ
り
生
産
財
佐
田
す
る
．
ぼ
か
り
で
な
く
」
補
完
0
関
係
に
あ
る
寄
集
財
に
も
適
用
せ
ら
れ
る
も
の
、
で
あ
り
、
承
釆
．
慣
備
に
関
 
 

す
る
．
。
限
界
生
産
力
誼
が
限
界
原
麗
に
依
つ
て
立
つ
が
故
に
、
限
界
数
用
理
論
の
生
産
財
憤
格
に
於
け
る
展
開
0
如
き
観
む
呈
す
る
場
 
 

（
l
）
 
食
も
あ
る
。
例
へ
ぼ
、
ク
ラ
ー
ク
む
限
界
生
産
力
説
鱒
於
け
る
思
考
に
は
、
こ
0
傾
向
が
強
い
と
云
へ
る
で
あ
ら
う
。
し
か
し
、
限
風
 
 

教
用
理
論
成
立
以
阻
に
、
既
に
、
／
チ
ユ
！
ネ
ン
（
ぎ
ヂ
T
h
旨
e
n
－
D
e
巧
i
筈
－
i
e
詩
佃
S
t
a
a
ニ
ロ
評
注
e
h
u
n
g
e
n
a
u
憮
P
ぎ
d
w
l
 
 

i
誌
c
b
a
f
t
戸
冨
t
i
O
n
a
－
算
O
n
O
m
i
e
∵
忘
誓
）
に
よ
磯
て
∵
限
界
生
産
力
詮
の
典
型
が
樹
立
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
、
資
本
の
教
典
 
 

を
見
極
め
る
P
に
、
⊥
人
の
人
間
が
持
っ
て
働
く
資
本
ひ
増
加
す
る
に
つ
れ
で
、
彼
の
労
働
生
産
財
が
増
加
す
る
塵
に
よ
つ
て
、
郷
記
 
 

す
る
。
こ
の
場
合
、
労
働
は
不
変
の
盈
で
あ
㌔
資
本
は
可
変
a
盈
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
吏
喧
－
こ
甲
方
法
針
掛
言
用
ひ
て
、
資
本
を
 
 

不
変
盛
と
し
、
労
働
¢
数
淀
む
増
加
す
る
と
考
へ
る
場
合
、
∵
つ
の
大
経
営
に
於
て
、
労
働
の
放
漫
は
Y
労
鱒
黎
竺
人
だ
げ
短
加
す
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⑳
 
 

る
こ
と
に
よ
つ
て
生
ず
る
姶
生
産
物
0
増
加
恩
に
よ
つ
て
測
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
つ
て
生
産
物
些
対
す
る
労
膠
着
Q
分
け
前
が
轟
謹
せ
ら
 
 
（
 

2
）
 
 

′  （
3
）
 
 

れ
る
。
更
に
皇
た
、
「
政
経
に
投
下
せ
ら
れ
た
労
働
讃
の
、
労
働
①
慣
備
は
、
そ
の
貸
鋏
で
あ
る
」
と
も
云
ふ
。
か
く
し
て
限
界
生
産
 
 

力
詮
は
、
限
鼎
原
理
に
依
つ
て
立
つ
け
れ
選
も
「
、
必
ず
し
も
限
鼎
効
用
規
論
の
発
展
と
は
云
ひ
難
い
。
限
界
生
産
力
詮
は
、
本
発
、
生
 
 

産
財
横
路
の
解
明
の
溌
め
の
埋
設
で
あ
ぺ
規
有
の
系
譜
と
領
域
と
を
持
つ
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

由
東
予
限
界
生
産
力
瀧
の
形
静
忙
些
ぢ
の
も
の
が
あ
る
。
鱒
－
の
そ
れ
は
ヽ
祀
・
算
全
体
に
於
け
る
資
本
と
労
働
ノ
と
む
対
立
せ
し
め
 
 

（
5
）
 
 

て
柿
想
す
る
。
周
知
の
如
く
、
ク
ラ
ー
ク
の
最
終
生
産
力
の
法
則
－
a
w
O
＝
i
n
a
－
p
⊇
d
u
c
t
i
く
i
t
耳
は
、
か
か
る
轡
想
の
上
に
立
つ
。
 
 

第
二
の
そ
れ
は
、
個
別
企
発
に
於
け
る
生
産
費
と
生
産
力
と
や
分
析
を
中
心
と
し
で
見
て
行
く
。
周
知
の
如
く
、
ワ
ラ
ス
の
限
界
生
産
 
 
（
 

6
）
 
 

力
説
t
g
O
r
か
m
e
d
e
∽
．
p
崇
乙
ぎ
c
t
i
忠
t
か
s
 
m
a
蒜
i
葛
－
e
∽
拭
、
そ
れ
の
輿
型
的
な
る
形
態
で
あ
る
。
し
か
し
、
個
別
企
柴
を
着
眼
と
す
る
 
 

場
合
も
、
徹
底
す
る
と
こ
ろ
、
当
該
生
産
財
に
関
し
て
は
、
闊
省
全
体
の
柿
想
に
落
着
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
現
代
の
経
済
理
論
 
 

に
於
け
る
限
界
生
産
力
設
は
、
竺
フ
ス
的
惣
牒
思
考
誓
ふ
る
も
の
が
表
的
で
あ
る
。
（
㌫
。
n
宅
a
富
s
．
掛
－
か
m
e
n
t
芸
曾
○
計
・
 
 

m
i
e
p
O
－
i
t
i
q
u
e
p
u
蒜
．
－
苫
P
岩
m
e
．
ど
c
O
ロ
．
p
．
∽
コ
．
S
c
b
已
t
♪
M
a
r
g
ぎ
a
】
p
⊇
d
宕
t
i
已
t
y
a
n
d
官
i
c
i
n
g
p
r
O
C
e
訪
．
 
 

J
。
彗
邑
O
f
P
O
琵
c
a
岩
c
書
評
．
ぎ
ー
．
芦
－
這
．
S
c
ぎ
篭
e
べ
一
瓢
m
e
旨
n
g
e
n
呂
G
蒜
n
登
O
d
u
k
t
喜
詳
t
h
O
r
i
e
．
 
 

Z
e
i
t
s
c
訂
f
ニ
旨
冨
t
i
O
邑
賢
O
n
O
邑
e
｝
B
a
n
d
i
声
H
e
f
t
P
侍
、
常
に
進
み
た
る
形
態
は
、
高
田
俣
馬
博
士
「
利
子
論
』
一
 
 

灯
国
軍
第
八
写
経
限
界
生
産
力
詮
ご
○
嘗
ぎ
b
i
n
s
O
n
－
T
訂
E
c
O
n
m
i
c
∽
O
f
I
m
p
e
昇
c
什
C
O
m
p
e
t
i
雰
呂
－
p
．
諾
ご
 
 

ワ
⊥
ブ
ス
的
な
る
も
の
の
内
容
拭
次
の
如
く
で
あ
る
。
観
寧
が
十
分
転
行
き
違
し
た
均
衡
に
於
て
は
、
従
つ
て
静
態
匿
於
て
は
、
平
均
費
用
 
 

と
生
産
物
慣
格
と
は
相
等
し
い
。
こ
の
瘍
合
、
】
定
の
生
産
財
の
↓
単
位
の
追
加
に
よ
つ
て
得
ら
れ
る
（
商
会
の
生
産
財
数
量
は
不
変
）
 
 

生
産
物
慣
格
の
均
分
は
、
当
該
生
産
財
の
慣
終
に
等
し
い
。
若
し
、
さ
う
で
は
な
く
し
て
、
生
産
財
の
慣
格
が
、
生
産
物
慣
柊
の
均
分
 
 

†
チ
D
て
小
な
ら
ば
．
．
当
該
生
産
財
接
遇
加
也
ら
れ
る
で
あ
ら
う
し
ぶ
産
物
慣
格
増
分
よ
り
も
大
な
ら
ば
、
当
該
生
産
財
は
除
去
せ
ら
れ
る
 
 

一
〓
ニ
 
 
 

限
界
生
産
力
託
と
利
潤
極
大
化
の
問
題
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鵬
 
鵬
四
 
 

第
〓
十
三
巻
 
第
こ
銃
 
 

で
あ
ら
う
。
か
く
し
て
、
生
産
物
債
格
増
分
と
生
産
財
憤
柊
と
が
均
等
し
て
、
始
め
て
生
産
財
の
加
除
絃
止
む
。
更
に
皇
た
、
生
壕
物
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 

7
）
 
 

の
絶
息
は
過
不
足
な
く
生
産
用
彼
の
間
に
分
配
せ
ら
れ
る
。
か
く
の
知
音
限
界
生
産
力
訟
が
成
立
す
る
た
め
に
注
、
次
の
如
草
笛
構
が
 
 

前
提
せ
ら
れ
な
け
れ
ぼ
な
ら
ぬ
。
即
ち
、
生
産
財
の
そ
れ
ぞ
れ
の
数
畳
変
化
が
相
互
に
独
立
で
あ
り
、
且
づ
、
種
々
な
る
生
産
財
の
結
 
 

合
ね
於
て
、
あ
る
生
産
財
だ
け
を
ご
単
位
変
勒
せ
し
め
る
こ
と
が
常
紅
可
能
で
あ
り
、
そ
の
た
め
生
ず
る
生
産
物
数
愚
の
変
動
が
認
識
 
 

可
能
で
計
る
。
し
か
も
、
企
業
の
収
支
計
画
が
、
か
く
の
如
き
生
産
力
を
確
認
す
る
と
云
ふ
仕
方
で
行
は
れ
る
。
加
之
、
患
要
孜
る
騎
 
 

掟
と
し
て
、
⊥
生
産
物
の
生
産
に
関
す
る
綴
々
な
る
生
産
財
は
、
十
分
に
補
償
関
係
に
あ
る
と
云
ふ
と
と
を
挙
げ
な
け
れ
ぼ
な
ら
ぬ
。
 
 

か
イ
の
如
き
内
容
と
前
提
と
を
持
つ
限
界
生
嵐
力
説
は
、
も
と
も
と
、
各
企
柴
が
、
利
潤
極
大
化
の
想
定
の
上
に
、
衝
撃
を
純
粋
に
 
 

行
奮
起
し
允
る
静
態
む
路
盤
と
す
る
こ
と
、
す
で
L
佐
、
因
訟
し
た
如
く
で
あ
葱
と
こ
ろ
で
、
こ
の
利
潤
極
大
化
の
想
定
と
限
鼎
生
産
 
 

力
訣
と
の
関
係
に
就
き
、
限
界
生
産
力
認
に
対
す
る
批
判
が
、
レ
ー
ダ
リ
に
よ
つ
て
、
試
み
ら
れ
て
ゐ
る
。
（
M
．
宅
．
R
e
d
e
べ
．
A
 
 

R
e
c
O
n
乳
d
e
r
a
t
i
O
n
 
O
f
t
訂
M
a
毒
i
n
a
－
p
⊇
d
宍
t
i
く
i
t
y
T
F
m
O
r
y
－
1
0
日
n
a
－
O
f
P
O
冨
i
c
a
－
E
c
O
n
O
m
y
．
く
○
－
．
P
く
〕
2
〇
．
P
 
 

㌢
t
。
b
e
ニ
害
．
）
之
に
就
き
」
若
干
の
吟
味
む
試
み
た
い
。
侍
、
レ
ー
ダ
ー
絃
、
そ
れ
躍
就
い
て
、
金
融
的
僚
僻
む
導
入
す
る
場
合
 
 

む
も
扱
っ
て
ゐ
る
が
、
今
は
、
立
入
ら
な
い
こ
と
に
す
る
。
 
 

／
 
 

証
 
（
1
）
l
・
甲
C
訂
オ
D
i
s
t
r
i
b
u
t
i
O
n
 
O
f
W
e
a
】
t
h
・
－
苫
N
・
p
p
．
－
か
甲
－
－
か
】
■
 
 

（
2
）
く
呂
T
】
嘉
莞
n
〉
ロ
e
丹
i
s
O
】
i
e
語
e
 
S
t
a
a
t
 
i
n
謬
N
i
e
h
u
n
拍
e
n
 
a
u
f
 
L
a
n
d
w
i
r
t
s
c
h
a
許
u
n
d
ゝ
N
a
t
i
O
n
a
－
鮮
O
n
O
m
】
e
●
Z
w
e
i
富
里
 
 

丁
訂
i
L
】
∞
岩
●
 
「
チ
ユ
ー
ネ
ン
孤
立
固
」
近
藤
康
男
訳
五
－
刷
貰
。
 
 

（
3
）
同
番
、
五
〇
こ
貫
。
 
 

（
4
）
高
田
保
馬
博
士
「
利
子
給
」
 
叫
五
二
1
二
璽
≡
莞
 
 

（
5
）
ナ
甲
C
l
a
r
k
｝
O
p
●
C
i
t
こ
・
p
・
－
冠
●
 
 

ぬ
W
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p
細
目
p
嶋
 

p
＝
p
－
 

（
－
）
㊦
㊥
乱
㊦
認
尚
戸
舟
き
璃
冒
p
a
｝
－
p
ぎ
γ
〉
一
‥
…
…
・
…
押
韻
〔
バ
冶
ふ
葦
旨
㌢
 
 

限
界
盆
産
力
説
と
利
潤
極
大
化
の
問
題
 
 
 

＼
 
（
6
）
 
L
曾
n
W
a
l
r
a
s
〉
E
【
恥
m
e
n
t
の
d
ぶ
n
O
n
。
m
訂
p
O
〓
t
i
q
u
や
p
u
r
e
．
－
苫
？
p
．
彗
？
 
 

（
7
）
限
界
生
産
力
改
の
叫
股
朝
な
形
肇
め
数
式
的
表
現
は
次
の
如
く
し
て
輿
へ
ら
れ
る
。
 
 

粥
 
 

伊
か
蟹
㊦
掛
秘
題
辞
枠
 
 

舟
㊦
涼
添
 
 

p
 
 

a
－
〉
a
蛤
…
…
・
・
・
匝
粗
野
酵
紳
 
 

p
】
竜
琶
…
・
・
…
舟
き
即
㊦
適
賽
 
 

k
 
 

鈴
敵
苺
㊦
増
茸
地
適
 
 

舛
＝
f
（
a
】
）
a
琶
・
・
…
・
‥
）
 
 

粁
8
諒
与
藻
覇
罷
 
 

錮
‖
鉢
十
中
（
毒
十
a
茸
…
・
・
…
；
・
 

こ
‖
車
（
p
て
k
綽
）
‖
ひ
 
 

粁
＝
p
 
 

p
l
p
綽
‖
○
 
 
 
司
習
r
パ
p
…
・
・
9
…
・
1
・
…
…
・
 
 

博
 

㌦
憫
l
‖
恒
一
 
 

、
＝
 
 

む
a
ト
 
 
p
 
 
－
 
 
O
a
嶋
 
 
p
 
 

k
‖
 
 

a
】
p
】
＋
a
旭
p
？
‥
…
…
 
 

・
…
…
・
・
‥
…
；
・
‥
…
…
・
・
…
…
・
…
…
 
 

（
－
）
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（
〓
）
 
 

一
 
 
 

て
ダ
ー
の
問
題
と
す
る
論
点
抵
、
生
産
諸
費
素
に
企
義
が
文
雄
ふ
惰
祐
と
、
当
該
企
菜
が
使
用
す
る
諸
生
産
粛
索
の
数
盈
と
の
問
 
 

の
関
係
に
呑
す
る
。
；
の
生
産
函
数
と
企
葉
が
使
用
す
る
段
々
な
る
生
産
要
素
の
諸
供
給
画
数
と
が
輿
へ
ら
れ
る
ど
き
、
個
別
企
発
 
 

が
観
々
徹
る
生
産
要
素
蔽
如
何
に
し
て
結
合
す
る
心
を
究
明
す
る
乙
と
ノ
は
、
企
業
理
論
の
う
ち
、
最
も
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
レ
ー
グ
 
 

（
1
）
 
 

－
は
、
企
菜
理
論
の
こ
の
面
を
、
通
常
の
見
解
に
従
つ
て
限
界
生
産
力
現
論
と
し
て
把
握
す
る
。
 
 
 

企
業
の
現
代
理
論
は
、
企
業
が
、
そ
の
利
潤
を
極
大
に
す
る
が
如
き
仕
方
で
操
共
せ
ら
れ
る
こ
と
む
明
白
に
想
定
す
る
。
そ
れ
な
ら
 
 

ば
、
．
利
潤
極
大
化
の
必
要
條
件
は
何
か
と
云
へ
ぼ
、
各
生
産
費
索
の
限
界
純
煩
低
生
産
物
が
、
そ
の
要
素
む
用
ふ
．
る
匿
要
す
る
限
界
費
 
 

用
と
相
等
し
く
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
と
と
で
あ
る
。
レ
ー
ダ
ー
は
、
こ
の
点
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
 
（
J
O
a
n
R
O
b
i
n
筈
n
－
T
F
e
 
 

（
2
）
 
 

、
 
E
c
O
n
O
m
i
c
s
O
f
 
I
m
p
e
r
f
e
c
t
 
C
O
m
p
e
t
琵
O
n
｝
 
B
0
0
k
－
－
．
）
に
魚
ふ
′
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
利
潤
が
単
独
生
産
物
に
於
て
首
尾
 
 

よ
く
極
大
化
せ
ら
れ
る
た
め
に
は
、
ま
た
、
次
の
啓
開
が
想
定
せ
ら
れ
な
け
れ
ぼ
な
ら
 

は
利
潤
短
大
化
水
準
に
調
教
せ
ら
れ
乍
ら
使
用
せ
ら
れ
る
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
要
素
の
限
界
純
債
低
生
産
カ
は
ヽ
使
用
せ
ら
れ
 
 

る
数
畳
が
増
大
す
る
に
つ
れ
て
城
少
す
る
′
と
云
ふ
事
情
、
即
ち
こ
れ
で
あ
る
。
従
つ
て
、
次
の
如
く
な
る
。
即
ち
、
独
占
的
要
素
む
顧
 
 

（
3
）
 

み
な
い
な
ら
ぼ
、
生
産
要
素
慣
格
の
増
大
は
、
当
該
生
産
要
素
の
使
用
せ
ら
れ
る
数
魔
の
減
少
に
導
く
で
あ
ら
う
。
極
端
孜
場
合
、
限
 
 

界
純
慣
低
生
産
力
曲
線
が
雰
の
弾
力
性
を
持
つ
が
如
普
と
き
陀
絃
、
要
素
慣
柊
の
上
昇
の
結
果
と
し
て
、
使
用
せ
ら
れ
る
要
素
数
蟄
の
 
 
 

鱒
二
阜
二
審
欝
二
魯
 
 

p
（
拍
ミ
紳
a
号
…
ト
）
‖
p
㌣
p
賢
ト
；
…
‖
員
 
 

k
＝
p
 
 
阜
 

g
〔
 

小
首
 
 

†
針
“
†
「
a
甲
＋
。
。
：
：
．
：
妻
∴
‖
出
 
 

】
 
二
ハ
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減
少
は
存
し
な
い
。
L
か
て
∴
か
か
る
場
合
は
考
膵
の
外
に
悪
く
。
 
 
 

レ
ー
ダ
ー
は
、
限
界
生
産
力
誼
の
液
近
の
発
展
の
叫
つ
の
形
態
む
マ
ッ
ク
ラ
グ
プ
に
於
て
認
め
る
。
マ
ッ
ク
ラ
ッ
プ
 

（
4
）
 
 

の
静
寧
に
於
て
限
界
生
産
力
設
計
擁
護
し
で
ゐ
る
。
げ
れ
ど
も
、
ク
ラ
ー
ク
や
㌢
 

生
産
力
詭
が
、
極
め
て
張
り
隠
詭
と
し
て
示
さ
れ
る
の
此
し
、
マ
ッ
ク
ラ
ッ
プ
の
如
き
最
近
の
】
そ
れ
が
、
棟
め
七
稀
緒
化
せ
ら
れ
た
埋
 
 

設
と
し
て
示
さ
れ
て
ゐ
る
と
レ
ー
ダ
ー
は
見
る
。
マ
ッ
ク
ラ
ッ
プ
は
、
限
界
純
慣
櫨
生
産
物
曲
線
軋
当
該
企
業
者
に
よ
つ
て
ー
想
像
せ
 
 

ら
れ
る
餞
線
と
し
て
解
釈
せ
ら
れ
ぬ
ば
「
な
ら
ぬ
こ
と
歓
強
調
し
、
従
っ
て
藍
た
、
客
観
的
意
義
せ
そ
れ
に
附
興
す
る
こ
と
は
出
釆
な
い
 
 

（
5
）
 
 

て
と
を
強
調
す
る
が
、
レ
〓
ダ
ー
も
亦
、
こ
め
マ
ッ
ク
ラ
ツ
」
プ
の
塊
僻
む
支
持
し
、
そ
れ
が
完
全
に
正
し
い
と
云
ふ
。
従
っ
て
、
前
々
 
 

の
時
代
の
理
論
家
が
限
界
生
産
力
説
か
ら
抽
出
し
得
る
と
信
じ
た
結
玲
の
簡
閲
と
重
要
性
と
を
、
マ
ッ
ク
ラ
ツ
、
プ
の
限
界
生
産
力
読
返
 
 

解
が
大
幅
に
縮
少
し
て
ゐ
る
と
レ
ー
ザ
ー
は
考
へ
る
。
更
に
進
ん
で
、
レ
．
－
ダ
ー
は
、
マ
ッ
ク
ラ
ッ
プ
が
説
明
し
て
ゐ
る
が
如
き
相
対
 
 

的
に
難
点
の
少
い
形
式
に
放
て
さ
へ
、
限
界
生
産
力
詮
は
、
侍
、
人
を
誤
ら
し
め
る
も
の
で
あ
り
、
多
く
の
場
合
そ
れ
を
通
用
す
か
こ
と
 
 

は
出
来
な
い
と
云
ふ
。
そ
れ
で
は
、
レ
ー
ダ
ー
が
、
か
く
の
如
き
強
い
見
解
を
示
す
の
は
、
劇
体
、
何
を
根
城
と
す
る
P
か
。
限
界
生
 
 

産
力
詭
が
窟
本
的
な
仮
定
せ
し
て
措
定
す
る
と
こ
ろ
の
、
利
潤
極
大
化
の
想
定
が
企
葦
経
営
監
蔭
か
ら
見
て
、
普
遍
的
有
数
性
を
持
 
 

た
庵
い
と
云
ふ
こ
と
を
、
レ
ー
ダ
ー
は
強
調
す
る
。
7
グ
ー
の
限
界
生
産
ガ
瓢
批
判
の
眼
目
は
、
玉
将
、
こ
、
の
点
檻
存
す
る
？
レ
ー
 
 

ダ
ー
掟
キ
れ
ば
、
多
く
の
企
菜
の
行
郵
を
、
適
切
に
説
明
す
る
に
は
、
金
堂
の
目
的
が
、
、
時
と
し
、
て
、
笹
な
る
利
潤
極
大
化
よ
り
も
、
 
 

他
の
何
も
め
か
で
あ
る
と
云
ふ
想
定
讐
且
っ
て
、
企
業
行
勘
を
解
釈
す
る
を
要
す
る
音
字
莞
レ
ー
ダ
ー
は
、
か
く
し
て
、
利
潤
極
大
化
 
 

の
仮
定
匿
対
し
て
、
浩
子
の
選
拷
的
な
仮
定
を
捉
供
す
る
。
か
か
る
仮
牢
紘
、
金
光
潜
行
劫
の
目
的
と
し
七
は
、
理
由
あ
り
と
し
て
、
採
 
 

用
せ
ら
る
べ
普
で
あ
る
と
云
ふ
。
た
だ
、
し
か
し
、
か
か
を
仮
定
の
ど
れ
で
も
二
つ
が
、
経
済
体
系
全
体
め
、
或
は
、
そ
の
特
殊
の
部
 
 

分
の
、
す
べ
て
の
企
業
の
行
動
を
説
明
す
る
と
塵
張
す
る
の
で
は
な
い
。
そ
の
執
れ
の
も
Q
も
、
碍
殊
の
時
点
に
於
て
、
特
殊
の
企
業
に
 
 
 

血
－
七
 
 

限
界
生
産
力
託
と
利
潤
趣
大
化
の
問
題
 
▼
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“
二
八
 
 

界
〓
十
三
巻
 
第
二
．
号
 
 

対
す
る
説
明
原
建
透
し
て
過
当
で
あ
り
得
る
と
云
ふ
。
由
棟
㌣
レ
て
、
限
界
生
産
力
読
も
、
通
用
の
固
有
の
範
囲
む
持
つ
と
云
ふ
。
と
 
 

乙
ろ
が
レ
ー
ダ
」
に
よ
れ
ば
、
血
般
笹
限
界
生
産
力
誼
が
示
さ
れ
る
時
に
は
、
そ
の
適
用
の
範
囲
を
制
限
す
る
試
み
掠
番
さ
打
て
ゐ
な
 
 

（
6
）
 
 

い
と
云
ふ
。
レ
ー
ダ
ー
が
問
題
む
認
め
よ
う
と
す
る
の
掟
、
こ
の
点
に
関
す
る
の
で
あ
る
。
選
磯
的
仮
定
恕
捷
供
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
 
 

7
 
 

レ
ー
ダ
ー
は
経
営
者
治
効
に
注
意
む
集
中
す
る
。
こ
の
場
合
、
企
菜
者
の
特
殊
的
な
る
↓
危
険
及
び
不
確
契
負
港
南
数
」
に
つ
い
て
 
 

は
、
い
か
な
る
論
議
む
も
回
避
し
て
考
察
む
進
め
る
ゐ
経
営
老
酒
勒
は
、
自
由
に
自
ら
の
思
慮
む
葵
行
す
る
が
如
き
行
動
を
途
行
す
る
 
 

場
合
、
即
ち
、
明
確
な
る
仙
組
の
指
図
乃
至
従
ふ
ぺ
乳
規
則
を
持
た
ざ
る
が
如
き
行
動
む
遂
行
す
る
場
合
、
そ
の
行
動
讃
に
よ
つ
て
、
 
 

行
は
れ
る
、
。
従
っ
て
、
庖
傭
せ
ら
れ
る
す
べ
て
の
人
が
、
威
か
程
度
ま
で
は
、
経
電
着
と
し
て
考
へ
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
が
、
経
営
 
 

者
と
云
ふ
場
合
、
そ
れ
は
首
位
磋
営
放
鳥
む
云
ふ
。
即
ち
、
岬
人
叉
拭
限
定
せ
ら
れ
た
数
中
人
乍
が
、
企
莞
を
助
か
し
、
す
べ
て
の
重
 
 

（
8
）
 
要
な
る
改
発
を
決
定
す
る
。
 
′
 
 

－
仙
企
業
に
と
つ
て
の
、
習
慣
的
な
生
産
函
数
敬
考
へ
て
み
る
。
そ
れ
は
、
仙
生
産
物
の
生
産
高
を
、
稜
々
な
る
生
産
費
索
の
投
下
盈
 
 

に
関
係
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
関
係
は
、
認
匿
工
蓼
学
的
考
察
に
よ
つ
て
決
隠
す
る
の
で
揉
十
分
で
は
な
い
。
稜
々
な
る
嬰
素
 
 

の
輿
へ
ら
、
れ
た
投
下
愚
か
ら
換
ら
れ
得
る
と
こ
ろ
の
産
出
爵
は
、
経
営
の
努
力
と
巧
み
さ
と
に
依
存
す
る
で
あ
ら
う
。
有
能
に
し
て
精
 
 

力
的
な
る
罷
営
は
、
不
適
切
な
る
乃
至
憐
情
な
る
経
営
よ
り
も
、
仙
般
竺
よ
り
大
い
な
る
産
出
高
む
獲
得
す
る
で
あ
ら
う
。
レ
ー
ダ
 
 

ー
は
、
こ
の
命
題
は
殆
ん
ど
香
定
せ
ら
れ
得
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
‥
セ
の
合
意
は
、
必
ず
し
も
常
に
正
し
く
評
慣
せ
ら
れ
る
と
は
限
ら
ぬ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
9
）
 
 

珊   

と
云
ふ
。
此
の
場
合
レ
ー
ダ
ー
拭
、
経
営
者
活
動
蔽
、
要
素
扱
下
の
項
目
に
於
て
定
義
す
る
こ
と
は
必
要
で
は
な
い
と
云
ふ
。
経
営
者
 
 

（
1
0
）
 
 

括
勤
を
、
レ
ー
ダ
ー
は
、
次
の
如
く
図
示
す
る
。
 
 

（
）
 
分
配
訟
給
の
山
り
の
ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
の
発
展
の
道
阻
む
、
よ
く
し
よ
う
と
意
図
す
る
の
で
あ
る
。
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／
i
 
 

＼
 
 

素
の
興
へ
ら
れ
た
数
量
陀
於
て
、
可
能
な
る
展
犬
b
物
理
的
生
産
物
を
桂
る
で
あ
㌻
う
と
云
ふ
こ
と
が
仮
定
軋
ら
れ
て
ゐ
る
。
貨
幣
利
 
 

痛
む
極
大
忙
し
ょ
う
と
す
る
試
み
が
、
′
か
く
め
如
く
な
さ
し
め
る
で
あ
ら
う
と
仮
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
し
か
し
、
是
掟
、
経
営
者
活
動
 
．
＿
 
 

の
た
だ
叫
つ
の
可
能
な
る
型
で
あ
り
、
伺
、
考
慮
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
せ
こ
ろ
の
、
他
紅
と
る
べ
き
諸
可
絶
が
あ
る
、
と
レ
ー
 
 

（
1
1
）
 
 
 

ダ
ー
は
考
へ
る
。
 
 
 

そ
れ
な
ら
ば
・
、
利
潤
極
大
化
の
仮
定
を
不
適
当
と
サ
る
望
遠
、
如
何
な
る
場
合
で
か
ら
う
か
。
レ
ー
ダ
ー
は
次
の
如
く
考
へ
る
。
 
 

利
潤
極
大
化
の
行
劫
で
掟
な
い
と
こ
み
め
最
も
庖
純
改
場
合
絃
、
通
常
小
串
菜
に
於
て
見
ら
れ
る
如
く
、
尊
堂
が
箪
独
所
有
に
帰
し
、
 
 

そ
の
所
有
者
経
営
濱
O
W
日
印
ワ
m
a
n
a
g
2
ぺ
 
が
、
飯
の
専
業
に
於
て
、
よ
り
少
い
時
間
を
資
す
た
め
、
乃
至
、
よ
り
少
く
集
約
的
に
仕
 
 
 

寄
む
す
る
た
め
、
経
営
者
括
幼
を
回
避
し
よ
う
と
欲
す
る
場
合
で
あ
る
。
 
 

限
界
生
産
力
祝
と
利
潤
極
大
化
の
問
題
 
 

針
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
建
物
曲
線
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
輿
へ
ら
れ
允
ふ
つ
の
経
営
者
清
動
 
 

i
 

F
・
の
水
準
に
関
す
る
。
括
劾
水
準
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
、
曲
線
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
は
 
 
 

届
い
。
と
こ
ろ
で
、
通
常
の
企
業
理
論
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
に
ほ
、
「
つ
の
E
曲
 
 
 

線
だ
け
布
衣
す
ろ
と
云
ふ
仮
定
の
上
空
且
つ
。
即
ち
、
曲
線
の
縦
坐
標
は
ゝ
 
「
技
術
 
 
 

の
水
準
」
な
る
異
僻
と
経
営
が
可
能
な
る
最
啓
む
恕
す
と
云
ふ
仮
定
と
に
よ
つ
て
決
 
 
 

定
せ
ら
れ
る
と
見
る
。
更
旺
別
言
す
れ
ば
、
経
営
は
、
使
用
せ
ら
れ
る
す
べ
て
の
要
 
 

水
平
軸
は
特
定
の
生
産
要
素
Ⅹ
Q
投
下
量
む
示
す
。
垂
直
軸
注
生
産
物
Y
の
産
出
 
 

1
2
3
 
盈
堅
不
す
。
他
の
す
べ
て
の
生
産
罫
索
は
不
磨
で
あ
る
と
想
定
す
る
。
E
 
E
 
E
 
 

讐
叫
つ
の
掩
生
産
物
曲
線
は
、
そ
れ
ぞ
れ
臥
経
営
者
浄
勧
の
輿
へ
ら
れ
た
水
準
に
於
 
 

て
、
Ⅹ
と
そ
の
他
の
諸
要
素
と
の
投
〔
か
ら
搾
ら
れ
得
る
生
産
物
に
関
係
す
る
。
即
 
 

鵬
 
山
九
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第
〓
十
三
巻
 
第
二
菅
 
 

山
二
〇
 
 
 

琴
粒
ま
た
、
利
潤
追
．
求
に
必
ず
し
も
全
き
を
期
し
て
ゐ
な
い
と
こ
ろ
の
、
あ
ま
り
明
瞭
で
な
い
場
合
が
あ
る
。
こ
の
場
合
の
実
際
は
、
 
 

大
な
る
啓
発
固
体
に
於
て
典
型
的
に
発
見
せ
ら
れ
る
。
例
へ
ば
、
一
大
な
る
啓
発
図
体
に
於
け
る
主
脳
執
行
者
に
よ
る
経
営
者
活
動
は
、
 
 

し
ば
し
ば
、
樹
立
せ
ら
れ
た
る
同
僚
や
下
僚
の
仕
事
の
手
順
む
損
乱
す
る
こ
占
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
憤
激
を
回
避
す
る
 
 

た
め
に
、
主
脳
執
行
者
は
、
し
ば
し
ば
、
経
営
者
清
助
を
避
け
る
で
あ
ら
う
。
主
脳
職
員
が
、
同
僚
や
下
僚
を
損
乱
す
る
廠
昧
は
、
下
 
 

疲
吏
僚
が
彼
等
①
上
級
属
僚
の
仕
事
の
手
順
む
墟
乱
す
る
倣
時
に
比
べ
る
と
極
め
て
牽
い
。
即
ち
、
上
級
審
僚
に
よ
つ
て
、
今
ま
で
追
 
 

従
せ
ら
れ
た
手
頓
に
時
々
に
反
映
す
る
と
こ
ろ
の
改
良
む
ぼ
示
唆
す
る
下
級
吏
僚
の
厭
味
拭
強
レ
。
従
つ
て
経
営
者
活
動
絃
純
粋
に
は
 
 

貢
げ
ぬ
こ
と
匿
な
る
。
勿
論
、
同
僚
の
感
情
、
別
し
て
下
僚
の
感
情
を
考
慮
す
る
注
、
そ
の
気
カ
を
樵
持
す
る
た
め
1
従
つ
て
そ
の
産
 
 

出
量
を
維
持
す
る
た
め
、
必
聾
で
あ
る
こ
と
認
め
ら
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
か
く
①
如
き
が
、
下
僚
Q
感
情
む
宥
す
と
こ
 
 

ろ
Q
、
上
位
潜
ゐ
唯
血
の
、
乃
至
按
、
犬
な
る
関
心
か
ど
う
か
ほ
疑
は
し
い
。
か
く
し
て
、
産
出
量
総
括
の
た
め
に
行
ふ
首
脳
職
員
？
 
 

宥
恕
以
外
に
、
無
税
し
難
い
要
素
と
し
て
」
下
僚
の
仕
寄
由
宇
順
踪
、
撹
乱
を
惹
起
す
る
が
如
き
経
営
讃
晴
勧
は
、
之
を
回
数
す
る
点
 
 

（
1
2
）
 
を
、
レ
ー
ダ
ー
絃
重
要
成
す
る
。
 
 
 

更
償
ま
た
、
経
営
内
部
の
、
よ
り
低
い
部
門
に
於
て
、
現
実
の
行
動
と
利
潤
極
大
化
0
行
劫
と
の
問
の
相
違
の
、
他
め
源
泉
が
存
す
 
 

る
。
即
ち
、
職
工
長
と
か
部
分
管
理
者
と
か
経
営
内
部
の
下
位
監
督
者
が
、
産
出
盈
0
増
加
に
よ
る
利
潤
極
大
化
へ
の
努
力
む
、
必
ず
 
 

し
も
英
撰
し
て
ゐ
な
い
場
合
む
、
レ
ー
ダ
ー
は
考
へ
て
ゐ
る
。
例
へ
捷
、
撤
工
長
や
部
分
管
観
音
は
、
休
息
を
予
防
す
る
た
め
l
乃
至
 
 

崇
高
賃
銀
率
。
縮
少
む
回
避
す
る
富
、
蓋
盈
の
制
限
姦
認
し
、
働
誓
へ
も
れ
ら
の
点
に
晋
レ
ー
ダ
ー
は
、
 

ヽ
1
、
■
 
 

砿
∵
 

生
起
す
る
と
こ
ろ
の
利
潤
極
大
化
か
ら
の
率
離
は
、
叫
部
、
下
部
監
督
者
の
大
衆
へ
の
同
情
に
負
ひ
ー
〓
彗
∵
琴
踵
に
対
す
る
よ
り
も
 
 

部
下
に
対
し
て
、
利
害
の
－
致
と
一
芯
ふ
点
で
ー
一
潜
緊
密
で
あ
る
こ
と
に
魚
ふ
。
多
く
の
′
場
合
・
窮
屈
な
実
践
む
援
和
す
る
こ
と
は
、
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有
致
な
る
労
働
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
の
瀾
條
件
と
し
て
、
部
下
に
よ
き
條
件
を
儲
供
す
る
必
要
に
負
ふ
。
し
か
し
、
同
山
方
向
匹
働
 
 

く
一
つ
Q
琴
か
ら
ざ
る
要
素
は
、
部
下
の
数
年
減
少
を
回
避
す
る
吏
僚
的
欲
求
で
あ
る
。
即
ち
′
、
部
下
の
数
の
減
少
は
、
上
位
者
の
威
 
 

信
を
減
少
せ
し
め
る
で
あ
ら
う
し
、
附
随
的
に
は
、
輿
へ
ら
れ
た
産
庖
盈
を
生
産
せ
し
め
る
監
督
者
0
役
割
に
、
よ
り
大
な
る
努
力
を
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
．
（
 

1
4
）
 
 

必
宴
た
ら
し
掛
る
で
あ
ち
う
9
 
 

爽
踪
、
レ
ー
ダ
ト
は
利
潤
極
茶
化
わ
仮
定
と
1
金
光
？
市
場
に
於
け
る
億
翠
と
一
〇
関
係
を
吟
妹
し
′
て
、
当
該
企
業
の
市
場
症
於
け
る
 
 

位
置
如
何
に
よ
つ
て
は
、
必
ず
し
も
．
利
潤
極
大
化
の
仮
定
の
安
当
し
な
い
寄
例
を
扱
讃
し
よ
う
と
す
る
。
即
ち
、
レ
ー
ダ
ー
は
、
利
 
（
1
5
）
 
 

潤
極
大
化
の
慣
性
が
無
税
せ
ら
れ
得
る
限
度
は
、
当
該
企
稟
の
南
場
億
蘭
庭
倭
恕
す
る
で
挙
ら
う
と
云
ふ
。
若
し
、
当
該
企
糞
Ⅶ
準
独
 
 

占
着
で
あ
る
な
ら
彗
企
業
按
、
猫
足
す
べ
き
擁
菜
計
算
書
を
示
し
乍
ら
、
か
な
り
の
非
能
率
む
許
し
得
る
で
あ
ら
ケ
。
レ
ー
ダ
ー
が
 
 

こ
こ
で
、
能
率
む
構
想
す
る
場
今
次
の
如
く
考
へ
て
ゐ
る
ぺ
即
ち
、
純
率
指
数
i
n
d
e
河
。
f
e
f
f
i
c
i
e
n
c
y
を
考
へ
る
 

僚
件
に
於
て
、
要
素
投
下
の
て
つ
の
輿
へ
ら
れ
た
組
に
應
じ
て
、
現
実
資
産
高
（
そ
れ
ぬ
相
應
じ
た
E
側
線
を
以
て
示
さ
れ
る
）
①
、
 
 

か
の
要
素
投
下
の
組
を
以
て
し
て
、
妓
術
的
に
可
能
な
る
極
大
生
産
高
に
対
す
る
比
率
む
と
る
。
之
が
能
率
指
数
で
あ
る
。
極
淡
壁
牢
は
 
 

（
1
6
）
 
 

】
な
る
比
率
ふ
二
致
す
る
で
あ
ら
う
。
か
く
の
如
く
し
七
、
レ
ー
ダ
ー
は
能
率
の
変
合
を
考
へ
る
。
と
こ
ろ
で
、
し
か
し
、
当
該
金
堂
 
 

が
激
烈
な
る
顔
辱
的
位
置
に
於
て
あ
る
な
ら
ば
、
何
と
し
て
も
「
如
何
な
る
非
能
率
の
上
樗
も
立
つ
を
得
な
い
で
あ
ら
う
。
経
営
が
、
 
 

如
㈲
に
多
く
の
非
難
琴
を
自
ら
許
し
て
ゐ
る
か
む
発
見
し
、
そ
れ
を
消
去
せ
ん
と
努
力
敲
集
中
す
る
の
は
、
実
現
し
っ
つ
あ
る
利
潤
が
 
 

猟
犬
に
樽
ず
る
時
で
あ
る
。
レ
ー
ダ
ー
低
山
例
と
し
て
フ
ォ
ー
ド
合
札
の
場
合
を
あ
げ
て
ゐ
る
。
経
営
が
、
損
益
計
算
書
が
硲
足
す
べ
 
 

き
で
あ
る
限
り
に
於
て
、
如
何
に
、
か
な
ゆ
の
非
能
率
憂
許
し
、
而
し
て
、
損
失
が
重
大
に
な
る
や
香
や
費
用
を
切
り
つ
め
よ
う
と
試
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 

／
 
 
 

1
7
）
 
 

み
る
か
の
、
慧
品
癖
究
と
し
て
、
レ
ー
ダ
ー
は
∵
l
－
マ
ソ
∵
と
ス
ミ
ス
 

㌢
忘
、
仮
り
に
、
激
烈
獲
る
新
年
が
行
は
れ
、
そ
こ
で
は
、
特
許
。
南
棟
等
の
如
普
に
よ
ぅ
て
蔚
寧
か
ら
保
護
せ
ら
れ
て
ゐ
る
企
莞
 
 
 

限
界
座
産
力
改
と
利
潤
極
大
化
の
問
題
 
 

鵬
〓
】
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（
1
8
）
 
 

が
な
い
と
云
ふ
状
態
を
考
へ
て
み
る
。
こ
の
場
合
、
経
営
は
、
少
く
と
も
長
期
に
於
て
は
、
利
潤
極
大
化
の
原
理
か
ら
率
離
す
る
こ
と
 
 

は
出
来
な
い
で
あ
ら
う
。
即
ち
、
慣
格
を
押
7
げ
、
且
つ
、
企
業
を
し
て
損
失
を
回
避
す
る
食
め
ぬ
費
用
を
極
小
に
引
下
げ
て
置
く
や
 
 

う
警
官
と
こ
ろ
Q
、
新
し
姦
塞
に
よ
つ
て
ー
や
か
な
る
超
過
利
潤
も
競
っ
て
慧
ら
驚
で
賢
う
か
ら
冨
る
。
従
つ
て
、
 
 

利
潤
極
大
化
中
原
捜
か
ら
ゐ
、
い
か
な
る
琴
離
も
、
貌
専
の
カ
覧
、
つ
て
急
速
に
矯
雷
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
と
こ
ろ
が
、
所
輿
爪
基
 
 

1
 
産
高
を
生
産
し
販
愛
す
る
給
費
用
を
ば
ー
す
で
に
競
毎
場
裡
に
あ
る
企
共
に
対
す
る
よ
り
も
、
ぢ
の
新
し
尊
参
加
者
に
糾
し
て
、
 
（
1
9
）
 
 

よ
り
大
放
ら
し
め
る
が
如
き
條
件
の
存
す
る
場
合
、
即
ち
、
競
辱
の
場
祷
へ
Q
参
加
匿
制
限
が
あ
る
場
合
に
は
、
右
の
如
凌
療
荘
は
、
 
 

そ
の
カ
を
嚢
失
し
、
且
つ
、
畢
離
は
可
錆
に
な
り
、
恐
ら
く
し
ぼ
し
ば
生
起
す
る
で
あ
ら
う
。
か
く
し
て
、
右
の
如
き
春
情
を
、
レ
ー
 
 

ダ
ー
笹
従
っ
て
、
次
の
如
く
要
約
し
得
る
で
あ
ら
う
。
経
営
者
行
劫
の
規
範
と
し
て
利
潤
極
大
化
空
虚
的
受
容
は
、
高
度
に
統
率
的
 
 

な
る
場
合
－
容
易
に
麗
解
せ
ら
れ
る
。
何
故
な
ら
、
か
郁
る
状
態
に
於
て
は
、
妓
術
上
巻
産
物
と
匠
於
け
る
変
化
に
注
意
し
な
け
れ
ば
 
 

な
ら
な
小
し
一
事
業
へ
の
注
意
が
散
漫
な
る
と
き
は
、
容
易
芸
大
慧
損
失
乃
至
破
産
を
結
果
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
準
独
 
 

占
的
地
位
の
警
以
て
、
新
し
き
状
態
に
自
身
の
撃
と
健
吾
に
於
軍
営
轟
警
し
璃
る
が
如
き
企
業
む
構
想
し
、
激
 
 

／  

烈
・
で
る
髄
寧
0
状
態
か
ら
離
れ
て
考
へ
得
る
場
合
に
は
、
利
潤
を
榛
大
化
す
る
強
制
力
は
消
去
す
る
。
 
 
 

利
潤
極
大
化
の
仮
定
が
先
験
的
な
、
尤
も
ら
し
さ
紅
輿
へ
む
れ
る
の
は
、
純
粋
餅
辱
の
想
定
に
依
る
。
と
こ
ろ
が
、
レ
ー
ダ
ー
に
依
 
 

れ
ば
、
こ
富
川
が
必
ず
L
も
正
し
く
許
償
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
と
云
ふ
。
完
＝
6
年
代
の
始
め
頃
、
独
占
的
読
替
の
理
論
が
チ
エ
ン
バ
 
 
 

リ
ン
や
ロ
ビ
ン
ソ
ン
等
に
よ
つ
て
発
展
せ
ら
れ
た
と
き
、
む
し
ろ
、
肇
批
判
的
に
利
潤
極
大
化
の
想
定
を
踏
襲
し
驚
こ
の
仮
定
を
設
け
 
 

る
こ
と
に
よ
つ
て
、
要
求
せ
ら
れ
且
つ
支
磯
は
れ
る
諸
慣
掛
、
買
は
れ
且
つ
賛
ら
れ
る
語
数
澄
等
々
の
條
件
に
於
て
」
決
定
的
な
結
果
数
 
 

獲
得
し
続
け
る
こ
と
が
出
来
た
。
し
か
し
、
利
潤
極
大
化
は
、
準
独
占
的
地
位
に
あ
つ
て
は
ー
探
求
せ
ら
れ
得
な
い
が
、
こ
の
点
忙
於
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
2
1
）
 
 

㌢
独
占
的
蓼
季
の
理
静
絃
雷
犬
な
る
過
誤
壱
犯
す
と
レ
ー
ダ
ー
墜
式
ふ
。
こ
の
場
合
、
レ
ー
ザ
ー
は
ヒ
ッ
ク
ス
0
示
唆
に
依
る
。
 
 
 

番
こ
十
二
劇
奄
 
第
二
号
 
 

一
〓
〓
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サ
レ
ー
ダ
ー
は
次
の
如
き
企
幾
む
凍
上
げ
る
。
兢
辱
の
妖
仰
の
故
に
、
実
際
忙
生
産
せ
ら
れ
た
生
産
高
に
対
す
る
硯
英
資
用
が
、
そ
の
 
 

生
産
高
匿
対
す
る
極
小
鱒
可
能
費
用
を
超
過
す
る
と
云
ふ
が
如
き
仕
方
に
於
て
、
経
営
が
繰
菜
し
得
る
場
合
の
企
菜
、
即
ち
こ
れ
で
あ
 
 

る
。
か
か
る
場
合
に
は
、
極
小
？
可
餞
費
用
が
実
現
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
か
ら
、
侍
、
費
用
の
引
下
げ
の
余
地
が
あ
る
。
従
っ
て
、
或
る
 
 

生
産
費
素
に
対
し
て
、
報
酬
蒜
加
が
雪
ま
に
要
求
さ
れ
る
場
合
、
乃
至
、
政
府
が
租
税
の
増
加
を
、
警
護
要
苦
る
場
合
、
 
 

そ
れ
ら
の
要
求
は
ヾ
企
柴
草
己
七
1
軍
縮
に
、
更
匿
大
な
る
努
力
を
致
さ
し
め
る
で
あ
ら
う
。
か
く
で
、
そ
0
や
う
な
要
求
は
、
よ
 
 

り
高
い
報
酬
（
又
は
租
税
）
を
受
彿
ひ
、
よ
り
低
い
慣
柊
竪
琴
し
、
し
か
も
な
ほ
、
貨
幣
利
潤
を
減
少
せ
し
め
る
こ
と
な
く
し
て
、
よ
 
 

り
犬
な
る
生
産
高
を
生
産
す
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
。
か
か
る
場
合
匿
ほ
、
労
働
組
合
の
賃
銀
引
上
げ
要
求
が
激
烈
な
る
麟
辱
の
 
 

駅
如
に
代
っ
て
、
生
産
的
能
率
へ
の
拍
畢
と
し
て
働
く
こ
と
が
あ
り
得
る
。
生
産
的
餞
容
ぬ
つ
い
て
は
、
レ
ー
ダ
ー
は
次
の
如
く
考
へ
 
 

る
。
即
ち
、
純
粋
読
替
は
企
発
着
を
強
警
、
、
破
産
の
背
痛
む
嘗
め
忽
レ
や
う
に
、
能
率
の
高
い
水
準
を
維
持
せ
し
め
る
。
即
ち
、
 
 

句
i
g
・
Ⅰ
・
の
條
件
で
云
へ
ば
」
企
発
意
蔽
、
梅
大
の
技
術
的
撃
品
撃
晶
繰
に
極
め
て
還
し
て
と
ど
芝
。
と
む
強
ひ
ら
れ
 
 

る
℃
独
占
的
要
素
の
存
在
は
、
か
／
く
の
如
針
鍛
錬
む
絞
め
る
。
 
 
 

右
①
如
き
叙
述
が
虞
理
た
り
得
る
こ
と
が
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
認
掛
ら
れ
得
る
の
は
企
業
が
利
潤
極
大
化
以
外
の
目
疎
む
以
て
経
営
せ
 
 

ら
れ
得
る
場
合
で
あ
る
。
肝
ち
、
そ
れ
は
、
企
発
心
目
標
匠
就
い
て
、
何
れ
が
適
当
な
選
持
的
仮
定
で
あ
る
か
匿
依
存
す
る
。
経
営
が
 
 

緬
憤
低
温
て
報
酬
の
特
殊
な
挙
世
控
る
こ
と
に
専
念
し
、
更
に
多
く
を
軽
孟
ど
う
か
に
つ
笠
掛
多
く
か
か
は
る
と
こ
ろ
な
い
場
 
 

合
、
乃
雪
路
営
が
興
へ
ら
れ
空
音
獲
よ
う
と
欲
し
、
更
に
多
く
む
挺
よ
う
と
し
て
努
力
し
な
い
場
合
。
上
釆
の
叙
述
は
極
め
て
成
 
 

規
た
り
得
・
る
で
あ
ら
う
と
レ
ー
ダ
ー
は
述
べ
る
。
こ
れ
ら
の
仮
定
に
就
い
て
レ
ー
ダ
ー
の
構
想
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
れ
ら
0
 
 

仮
定
は
、
経
営
が
特
殊
化
し
た
極
小
を
超
え
る
利
潤
佐
相
し
て
、
繋
塾
に
無
関
心
で
あ
る
こ
と
を
要
求
す
る
0
で
な
く
、
利
潤
が
こ
の
 
㌦
 
 

水
準
よ
り
低
富
き
匿
、
利
潤
が
こ
の
水
準
ヰ
り
も
高
い
と
沓
に
於
け
る
よ
力
も
、
浪
贋
を
消
去
す
る
た
め
、
更
に
強
力
匿
、
且
っ
、
 
 
 

－
ニ
三
 
 
 

限
界
生
産
力
託
と
利
潤
極
大
化
の
問
題
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か
く
0
如
き
仮
定
が
あ
て
は
ま
る
と
こ
ろ
で
は
、
即
ち
、
必
ず
し
も
利
潤
撃
八
化
甲
志
向
が
十
分
で
な
心
場
合
に
於
て
は
、
当
該
企
 
 

柴
0
生
産
物
に
対
す
る
腎
要
曲
線
が
下
方
へ
移
行
し
て
も
。
そ
れ
に
つ
れ
て
必
然
的
に
、
生
産
要
素
の
う
ち
執
れ
の
も
の
の
報
酬
率
に
 
 

於
て
も
」
乃
至
、
用
ひ
ら
る
る
数
量
匿
於
て
鴻
、
減
少
を
き
た
す
こ
と
は
な
い
で
あ
ら
ラ
。
即
ち
、
当
該
生
産
物
に
就
き
、
同
劇
慣
終
 
 

に
於
け
る
海
草
畳
の
減
少
が
卦
つ
て
も
、
′
経
営
は
、
単
に
、
そ
の
努
力
を
増
し
、
且
つ
、
当
該
企
発
①
扱
術
的
詑
率
を
増
加
し
得
る
で
 
 

あ
ら
う
。
か
′
く
す
る
こ
と
に
依
つ
て
、
あ
る
生
産
費
素
、
又
は
恐
ら
く
は
ー
す
べ
て
の
生
産
蓼
索
の
、
限
界
物
現
生
産
力
曲
線
を
上
昇
．
せ
 
 

し
め
る
。
こ
れ
は
、
低
下
せ
る
語
勢
表
の
反
対
の
放
奥
（
限
界
債
低
生
産
物
曲
線
町
於
げ
る
）
を
相
殺
し
て
備
あ
ま
り
あ
る
を
得
る
。
即
 
 

す
、
利
潤
が
、
或
る
水
準
以
下
ぬ
下
落
す
る
こ
と
を
防
衛
す
る
と
云
ふ
仕
方
で
、
当
該
企
菜
①
費
用
曲
線
の
形
態
と
位
置
と
が
、
限
 
 

変
内
で
、
変
化
し
得
牒
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
か
く
の
如
き
場
合
に
於
て
は
、
血
生
産
要
素
0
慣
格
が
胎
畢
レ
て
も
、
そ
れ
の
磨
僻
の
 
 

誠
少
む
、
必
然
的
に
導
く
と
と
は
な
い
で
あ
ら
う
。
即
ち
、
そ
の
際
貴
は
、
経
営
に
拍
車
し
て
、
壷
に
大
な
牒
努
力
を
致
さ
し
め
、
常
 
 

に
ー
当
該
企
業
の
生
産
函
数
に
於
け
る
変
化
む
も
．
冗
ら
す
に
と
ど
ま
る
で
あ
ら
う
。
右
の
如
く
、
独
占
的
要
素
介
入
の
故
に
、
利
潤
極
 
 

第
二
十
≡
巻
∴
欝
こ
祝
 
 

（
2
3
）
 
 

能
率
的
に
、
経
営
が
活
動
す
る
こ
と
を
欝
求
す
る
と
云
ふ
だ
け
で
あ
る
。
 
 

大
化
に
対
し
て
選
捧
的
孜
仮
定
が
成
立
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
か
く
の
如
き
仮
定
0
多
く
の
変
型
を
、
 
 

で
あ
ら
う
。
し
か
し
、
限
界
生
産
力
説
に
対
す
る
そ
れ
ら
の
意
味
は
、
十
分
広
明
か
で
あ
る
と
レ
ー
ダ
 
 

叫  

潤
棒
大
化
に
対
し
て
選
捧
的
な
仮
恵
が
辣
用
せ
ら
れ
る
場
合
、
限
界
生
蒔
力
説
は
妥
当
し
な
い
の
で
あ
る
。
 
 

詮
（
l
｝
′
M
．
W
一
R
e
d
e
ご
A
R
e
c
O
n
S
i
d
e
呈
i
O
n
O
f
t
h
e
畠
a
各
n
巴
 

m
y
｝
 
く
O
L
 
L
く
－
O
c
t
O
b
e
r
－
澄
ヂ
N
〇
．
∽
｝
p
・
合
戸
 
 

（
2
）
 
野
e
d
e
r
〉
O
p
．
C
i
t
．
〉
p
．
余
？
訂
O
T
n
O
ざ
 
 

（
3
）
 
カ
e
d
e
ご
O
p
．
C
i
t
・
－
p
・
㌫
P
 
 
 

l発  

は 巌  
邁L せ  

べし  
・・ 

さ4 

か＼ァ／こ  

く と  

】
こ
四
 
 

が
出
来
る
 
 

＼
 
 

の
如
蚤
利
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限
界
生
産
力
設
と
利
潤
極
大
化
の
問
題
 
 

（
9
）
（
1
0
）
R
e
d
e
r
｝
O
p
●
C
i
t
・
一
p
－
余
－
一
 
 
 

（
i
l
）
（
1
2
）
R
e
d
e
r
〉
O
p
・
C
i
t
こ
p
．
余
N
 
 

（
讐
 
S
・
打
・
宮
野
－
㌃
讃
0
ロ
〉
R
婆
・
i
c
賢
J
計
○
意
已
a
3
〕
羞
じ
音
U
q
邑
数
名
○
灯
夢
（
茅
w
Y
O
r
k
…
く
i
k
i
n
U
q
P
r
e
訟
｝
 
 

（
4
）
 
F
●
M
乳
亭
古
－
M
虜
g
i
ヨ
ー
A
n
a
－
首
s
S
d
E
m
p
i
r
i
c
已
R
e
山
e
宍
汝
．
丸
さ
e
r
i
c
岩
国
c
呂
O
m
岩
，
声
e
く
i
e
w
｝
パ
パ
〆
≦
．
 
 

N
〇
・
㌢
 
（
S
e
p
・
－
澄
か
）
 
p
●
竺
¢
－
澄
，
 
 

R
・
A
・
L
e
s
t
e
r
－
S
h
O
r
冨
O
m
m
g
S
O
鴫
M
舅
g
i
n
a
－
A
β
a
－
y
s
i
s
f
O
r
W
ぷ
e
・
E
き
p
－
O
y
m
e
n
什
守
O
b
訂
m
∽
．
A
m
e
訃
a
n
 
 

E
c
O
n
O
m
i
c
 
R
e
く
i
e
w
∴
霊
宝
岩
Ⅰ
－
N
〇
．
い
∵
（
M
a
岩
ぎ
ー
芝
ひ
）
 
p
・
雷
・
0
0
N
ト
 
 

（
5
）
 
R
e
d
e
ご
O
p
．
C
i
t
・
｝
p
－
祭
0
，
 
 

（
6
）
 
そ
の
例
と
し
て
、
レ
」
ダ
ー
は
次
の
如
く
掲
げ
る
。
R
e
d
e
r
）
。
p
・
C
i
t
・
〉
甘
．
会
－
・
 
 

野
w
m
a
七
a
n
d
由
百
計
（
E
c
O
㌢
m
i
c
A
星
－
y
s
i
s
a
n
（
∵
句
u
已
i
c
句
0
1
i
c
y
．
聾
e
邑
c
？
H
a
亡
こ
澄
e
 
 

多
 
M
e
乱
e
a
n
d
昌
－
C
h
（
E
烏
呂
。
ぎ
i
c
A
岩
音
i
s
㌻
d
苫
詳
y
．
〇
如
才
r
（
－
U
n
i
く
e
乳
汁
y
守
e
夢
－
志
望
 
 

A
・
L
・
M
ゆ
y
e
r
S
 
（
E
－
e
3
e
烹
s
。
叫
M
。
計
m
E
n
3
。
鼓
c
L
j
■
ヲ
e
n
許
？
H
墓
こ
澄
N
）
 
 

G
・
l
・
S
t
i
g
一
e
r
（
T
訂
ノ
T
訂
○
巧
y
 
O
f
 
P
r
i
c
e
●
M
a
c
m
i
〓
a
き
ー
思
∽
）
 
 

K
・
E
・
出
O
u
－
d
i
n
甲
（
E
c
O
n
O
m
i
c
 
A
n
a
首
s
i
s
●
M
a
c
m
≡
a
n
〉
－
澄
】
）
 
 

（
7
）
 
R
e
d
e
r
，
O
p
ノ
・
C
i
t
●
〉
p
．
会
L
 
 

（
8
）
 
R
e
計
r
－
O
p
．
C
i
t
：
p
・
畠
】
■
f
0
0
T
n
O
t
e
●
 
 

庵  

E
・
叫
・
R
。
e
t
h
詳
b
e
r
g
e
…
n
d
W
・
ナ
D
岩
．
訂
。
n
；
厨
n
a
g
2
m
e
n
t
a
n
d
t
h
e
W
。
r
k
㌢
（
C
a
m
g
d
g
e
〉
M
嘉
．
州
H
篤
く
a
r
d
 
 

U
n
訂
e
鼓
t
y
聾
e
s
s
－
｝
思
柑
）
－
C
h
a
p
・
讃
i
i
i
・
 
 
 

芯
∽
－
－
）
c
訂
p
．
－
i
i
・
 
 

ー
二
意
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レ
ー
ダ
ー
の
云
ふ
利
潤
極
大
化
と
は
、
技
術
Q
水
準
な
る
輿
件
と
経
営
が
可
儲
な
る
最
蓉
を
な
す
と
云
ふ
仮
定
と
を
以
て
し
て
、
貨
 
 

（
l
）
 
 

幣
利
潤
の
極
大
を
崩
す
る
．
と
云
ふ
意
休
で
▲
あ
る
バ
裳
ぬ
云
ふ
な
ら
ば
、
使
用
せ
ら
れ
る
す
べ
て
の
生
産
費
索
¢
数
量
は
輿
へ
ら
れ
る
。
 
 

こ
れ
ら
を
用
ひ
て
億
大
の
物
理
的
生
産
物
む
挺
得
し
よ
う
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
し
か
も
レ
ー
ダ
ー
の
問
題
の
核
心
は
、
E
曲
線
が
通
常
 
 

の
企
業
理
論
に
於
て
は
、
レ
ー
ダ
ー
の
所
謂
能
率
指
数
1
な
藩
場
合
に
限
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
に
存
す
る
。
即
ち
、
経
営
の
技
術
的
 
 

3
 
能
率
は
攻
寄
む
な
す
と
見
倣
さ
れ
て
ゐ
る
。
と
こ
ろ
が
、
現
実
匿
は
、
E
 
（
そ
れ
を
能
率
指
数
1
の
場
合
と
見
倣
す
）
 
曲
線
は
必
ず
 
 

し
も
、
異
説
せ
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
、
利
潤
極
大
化
症
例
期
せ
ら
れ
な
い
。
か
く
て
、
レ
ー
ダ
」
は
、
利
潤
極
大
化
の
仮
定
の
安
当
し
 
 
 

第
こ
十
三
巻
 
第
二
耽
 
 

′■■ヽ   （    （    （ 17161514  

＼－／   ）   ＼＿′   ）  

（
1
8
×
1
9
）
R
e
d
e
r
｝
O
p
・
C
i
t
・
〉
p
●
念
∽
●
f
0
0
T
n
O
t
e
，
 
 

（
餌
）
 
R
e
d
e
r
－
O
p
●
C
i
t
ご
p
●
会
心
．
 
 

（
2
1
）
 
1
．
R
－
エ
i
c
k
s
－
T
訂
丁
官
。
r
y
O
叫
ク
ぎ
n
O
p
。
す
E
c
。
n
O
m
e
冒
i
c
ぎ
J
a
n
u
a
r
y
こ
器
∽
・
 
 

（
2
2
）
 
R
e
d
e
r
－
O
p
●
C
i
t
・
T
p
●
会
チ
才
O
t
占
O
t
e
・
 
 

（
公
）
 
R
e
d
e
r
｝
O
p
．
C
i
t
こ
p
．
会
デ
 
 

（
別
）
 
R
e
d
e
r
｝
O
p
・
C
i
㌻
p
●
念
戸
 
 

（
三
）
 
 

R
e
d
e
ご
O
p
り
C
i
t
●
†
p
・
㌫
N
●
 
 

R
e
d
e
r
｝
O
p
．
C
i
〔
こ
p
・
会
㌣
 
 

R
e
d
e
r
〉
O
p
－
C
‥
t
●
｝
p
・
怠
㌣
訂
O
t
占
○
什
e
・
 
 

R
．
C
●
N
y
m
㌻
a
n
d
E
．
D
●
S
m
訂
h
〉
U
n
i
O
n
】
M
芸
P
駕
m
e
n
t
C
0
0
p
e
r
a
t
i
呂
i
J
 
t
h
e
。
S
t
崇
遠
泳
↑
凸
u
t
〉
二
N
e
w
貴
雪
e
n
・
・
 
 

C
O
n
n
∴
Y
a
－
e
U
n
i
記
軋
t
y
守
e
s
s
こ
諾
ふ
し
 
c
h
a
p
恥
・
i
 
a
－
乙
i
i
p
n
d
 
A
p
p
e
n
・
句
・
 
 

¢  
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っ
て
、
独
占
的
要
素
の
條
件
め
下
に
於
て
、
利
潤
極
大
化
の
想
定
む
設
選
す
る
こ
と
は
、
何
等
不
都
合
で
は
な
い
。
無
批
判
と
し
て
難
 
 

ず
る
に
当
ら
な
い
。
た
だ
、
レ
ー
ダ
ー
の
指
摘
の
通
り
、
独
占
的
要
素
の
介
入
が
、
経
営
の
実
際
に
於
て
、
利
潤
極
大
化
か
ら
の
逸
挽
 
 

を
生
ぜ
し
め
る
こ
と
は
、
考
へ
ら
れ
る
。
レ
ー
ダ
ー
の
云
ふ
如
く
独
占
的
要
素
の
介
入
し
て
ゐ
＼
る
企
党
①
市
場
位
置
①
場
合
、
現
実
総
 
 

費
用
が
極
小
可
給
費
用
を
超
過
す
る
こ
と
は
、
麗
皆
野
実
際
に
は
、
あ
り
得
る
。
こ
の
場
合
†
生
産
費
索
の
憤
格
引
上
げ
の
要
求
－
例
 
 

へ
ば
労
働
組
合
の
繋
鉄
剤
上
げ
嬰
求
？
如
き
十
が
行
は
れ
る
と
、
そ
れ
駐
機
榛
匿
な
つ
て
、
革
軋
経
営
者
の
努
力
が
増
大
す
る
。
E
曲
 
 

線
が
上
方
に
移
行
す
息
。
そ
の
結
晶
、
貸
鋏
を
引
上
げ
、
更
に
ま
た
生
産
物
憤
格
を
引
下
げ
て
も
、
備
且
つ
ヾ
貨
幣
利
潤
が
減
少
し
な
 
 

い
と
云
ふ
。
そ
れ
は
、
平
喝
利
潤
が
小
に
、
な
る
こ
と
が
あ
る
に
し
て
も
、
企
業
者
鱒
経
営
餞
率
の
増
大
に
よ
つ
て
、
輿
へ
ら
れ
た
生
産
 
 

財
数
魔
の
も
と
に
、
生
産
高
0
増
加
む
期
待
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
Q
場
合
、
レ
ー
ダ
ー
は
、
労
働
組
合
の
賃
鋭
引
上
げ
要
求
が
、
生
 
 
 

限
界
生
産
力
祝
と
利
潤
趣
大
化
の
問
題
 
 

ヽ  

一
二
七
 
 

′
．
 
 
 

な
い
場
合
む
、
（
∴
）
所
謂
小
事
発
の
場
合
、
ハ
二
）
大
な
ゑ
芥
祀
Q
経
営
の
＼
冥
凝
血
於
て
、
主
と
し
て
吏
傍
線
絨
の
道
営
匹
関
す
る
 
 

不
可
避
的
不
合
理
の
場
合
、
（
≡
）
大
い
な
る
経
営
の
労
務
に
関
す
る
下
部
管
理
に
見
ら
れ
る
不
合
理
の
場
合
、
（
四
）
最
後
に
、
企
 
 

蓋
①
市
場
位
置
に
よ
る
場
合
－
独
占
的
要
素
介
入
の
場
合
－
等
を
あ
げ
る
。
て
れ
ら
、
そ
れ
ス
1
め
露
営
の
実
際
に
於
て
は
ヾ
レ
ー
ダ
 
 

ー
の
所
謂
利
潤
極
大
化
の
仮
定
忍
そ
の
ま
ま
導
入
し
難
い
こ
と
は
認
め
得
る
。
経
済
理
論
に
於
て
特
に
盈
点
が
硬
か
る
べ
き
は
（
豊
 
 

¢
論
点
セ
あ
る
。
限
界
生
産
力
説
と
の
関
聯
に
於
て
、
利
潤
極
対
化
の
仮
定
の
当
番
が
問
題
性
む
持
つ
か
ら
で
あ
る
。
 

（
2
）
 
 
 

レ
†
ダ
十
披
独
占
的
野
菜
介
入
出
場
合
、
準
独
占
む
考
へ
て
ゐ
る
。
準
独
占
は
本
来
ヴ
中
－
ザ
一
心
用
語
で
あ
つ
て
、
芸
供
給
者
 
 

（
準
独
占
警
と
多
数
の
簡
寧
的
供
潜
者
と
の
並
存
堅
雲
。
準
独
占
者
は
、
特
Ⅵ
大
な
る
資
本
を
用
ひ
優
秀
な
生
産
方
港
を
採
用
し
て
 
 

ゐ
る
。
他
①
競
率
的
供
給
者
あ
る
に
拘
ら
ず
基
供
給
量
Q
大
部
分
歓
占
め
、
憤
格
を
あ
る
程
度
ま
で
自
由
に
き
め
得
る
。
準
独
占
者
も
 
 

（
3
）
 
 

想
定
は
、
正
に
企
蔑
視
論
忙
関
す
る
語
数
畳
に
、
決
定
的
な
結
具
盈
侍
し
め
 
 

、   

凌
ち
 

る
。
理
論
的
に
は
決
定
的
な
緒
典
を
得
る
の
が
当
然
で
あ
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二
山
凡
 
 

第
二
十
三
巻
 
第
二
祝
 
 

慮
能
率
へ
の
拍
串
せ
し
て
働
く
こ
と
が
あ
り
得
る
と
云
ふ
。
と
こ
ろ
が
、
正
統
の
経
済
慧
㈹
笹
あ
つ
て
は
、
激
烈
な
競
率
の
快
如
、
即
 
 

ち
、
独
占
的
安
東
揖
介
入
の
場
合
匿
於
て
も
、
レ
ー
ダ
ー
の
朗
謂
生
産
能
率
は
橡
大
で
あ
る
こ
と
が
要
求
せ
ら
れ
る
。
即
ち
、
レ
ー
ダ
 
 

ー
の
所
謂
利
潤
極
大
化
が
仮
定
せ
ら
れ
ぞ
ゐ
る
。
し
か
も
、
備
且
つ
独
占
朝
聾
索
の
故
に
、
費
用
法
則
が
実
現
せ
ら
れ
な
u
が
故
に
、
 

要
素
倍
格
は
限
鼎
生
産
力
に
生
産
物
横
路
を
乗
じ
た
も
0
よ
り
低
く
し
て
と
ど
変
り
得
る
。
嚢
鋏
引
上
げ
要
求
が
有
数
に
働
い
て
、
賃
 
 

銀
が
、
限
界
生
薦
カ
に
生
産
物
慣
格
を
乗
じ
た
も
の
紅
蓮
す
れ
ば
、
利
潤
底
消
去
せ
あ
れ
る
で
あ
ら
う
。
こ
め
場
合
に
於
て
、
ぽ
、
威
儀
、
 
 

独
占
的
要
素
の
介
入
に
も
か
か
は
ら
ず
、
賃
銀
引
上
げ
要
求
が
費
用
法
則
を
契
硯
す
る
で
あ
ら
う
。
し
か
し
、
レ
ー
ダ
ー
①
想
乾
の
如
 
 

く
独
占
的
要
素
が
あ
り
、
し
か
も
な
ほ
、
そ
鱒
故
に
、
毎
皆
の
賢
際
匠
於
て
、
集
塵
能
率
が
必
ず
し
も
極
大
で
な
い
な
ら
ば
、
鷺
銀
引
 
 

上
げ
要
求
に
よ
つ
て
、
物
理
的
生
産
髄
挙
が
上
昇
せ
し
め
ら
れ
、
そ
の
緬
典
、
限
界
生
産
力
自
体
が
上
昇
す
る
。
そ
れ
と
生
産
物
傭
 
 

祐
と
の
積
が
」
引
上
げ
ら
れ
た
賃
鋏
よ
り
も
大
尊
い
な
ら
ば
、
更
に
ま
た
、
そ
の
差
額
が
生
産
財
供
格
切
下
げ
額
よ
り
も
大
き
い
な
ら
 
 

ば
、
こ
こ
に
始
め
て
、
生
産
物
惜
格
が
引
下
げ
ら
れ
て
も
、
侍
且
つ
、
利
潤
存
続
の
可
能
性
が
あ
る
。
侍
、
生
産
物
慣
柊
不
変
と
す
れ
 
 

ぼ
、
上
昇
し
た
臨
界
生
麿
力
紅
生
産
物
倍
格
を
乗
じ
た
る
積
と
引
上
げ
ら
れ
た
貿
敵
と
の
差
威
が
、
上
昇
以
紛
の
限
界
生
産
力
に
生
産
 
 

物
憤
絡
む
乗
じ
た
る
積
と
引
上
げ
以
前
の
賃
銀
と
の
差
額
よ
り
も
、
大
な
る
限
り
、
或
は
滴
義
顧
が
相
等
し
い
限
り
、
利
潤
の
減
少
は
見
 
 

な
い
で
あ
ら
う
。
従
つ
で
、
′
正
統
理
論
に
於
け
る
独
占
的
要
素
介
入
の
場
合
で
柊
、
理
論
的
に
は
、
貿
鋏
引
上
げ
要
求
か
、
生
産
能
率
 
 

を
高
め
る
こ
と
は
な
い
か
ら
、
生
産
物
情
格
が
切
下
げ
ら
れ
て
も
利
潤
が
減
少
す
る
こ
と
が
■
孜
い
と
云
ふ
が
如
普
は
な
い
で
あ
ら
う
。
 
 
 

独
占
的
要
葵
介
入
の
場
合
、
あ
る
金
堂
の
生
産
物
に
封
ず
る
需
賓
曲
線
が
下
方
に
藤
行
す
る
と
云
ふ
の
は
、
襲
撃
的
要
素
が
強
く
な
 
 

る
か
、
需
要
や
変
動
に
よ
る
か
で
あ
ら
う
。
こ
の
場
合
、
経
営
は
努
力
を
増
し
、
当
該
企
発
の
技
術
的
な
能
率
を
高
め
る
で
あ
ら
う
。
そ
 
 

の
紆
鼎
、
あ
る
生
産
要
素
の
限
界
物
理
生
産
力
曲
線
抜
上
昇
す
る
。
生
産
費
の
項
目
を
以
て
す
れ
ぼ
、
平
均
費
用
の
低
下
堅
不
す
。
従
 
 

っ
て
利
潤
の
低
落
掟
防
止
せ
ら
れ
る
？
こ
の
場
合
嚢
寧
的
要
素
Q
強
化
匿
よ
つ
て
一
生
慶
安
素
①
慣
格
が
腐
食
す
る
と
す
る
。
も
と
も
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レ
ー
ダ
ー
の
所
謂
「
金
光
者
の
更
に
大
な
る
努
力
」
と
云
ふ
の
抹
、
生
産
的
熊
率
の
向
上
を
意
味
し
、
そ
れ
は
ま
た
、
技
術
的
能
率
 
 

（
7
）
 

（
8
）
 
 

を
梗
大
漁
ら
し
め
る
こ
と
む
内
容
と
な
す
と
見
ら
れ
る
。
従
つ
て
限
界
物
腰
生
産
力
の
上
昇
を
綺
果
す
る
。
か
く
の
如
き
限
界
物
琴
年
 
 

産
力
曲
線
の
上
昇
む
も
た
ら
す
努
力
の
主
体
を
、
′
レ
ー
ダ
ー
は
経
営
者
括
劫
の
主
体
に
認
め
た
。
ヤ
ー
ダ
ー
の
所
謂
E
曲
線
の
形
態
と
 
 

位
置
と
に
、
か
く
の
如
き
経
督
者
活
動
の
ダ
イ
ヤ
ダ
ラ
ミ
カ
ル
な
変
硯
－
を
常
め
緒
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
の
増
大
は
、
 
 

平
均
費
用
を
引
下
げ
、
従
つ
て
レ
ー
ダ
ー
の
朗
謂
利
潤
極
大
化
へ
′
の
動
向
堅
ぶ
す
逐
の
と
見
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
レ
ー
ダ
ー
の
問
窟
 
 

は
、
こ
の
E
曲
線
が
正
碓
①
経
済
理
論
で
は
、
常
に
、
能
率
指
数
Ⅰ
を
示
す
も
の
と
し
て
前
提
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
難
点
を
見
出
さ
う
 
 

と
云
ふ
の
で
あ
る
。
経
営
の
実
際
む
考
慮
に
加
へ
る
こ
と
に
よ
っ
て
と
り
わ
け
、
企
柴
の
市
場
位
筐
を
吟
味
す
る
こ
j
に
よ
つ
て
、
 
 

限
界
生
産
力
祝
と
利
潤
極
大
化
の
問
題
 
 

一
こ
九
 
 
 

雪
独
占
的
要
素
の
介
入
の
故
に
、
要
素
憤
格
は
そ
の
限
界
生
産
力
以
下
で
ぁ
つ
た
。
東
署
ま
た
、
経
営
の
よ
り
大
な
る
努
力
匿
ユ
つ
 
 

て
、
当
該
企
業
の
生
産
函
数
に
於
抄
る
変
化
を
生
じ
、
当
該
攣
素
の
限
界
生
産
力
は
上
昇
し
で
ゐ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
要
素
慣
絡
0
騰
 
 

貴
が
新
た
な
る
限
界
生
産
力
躍
等
し
く
な
る
ま
で
は
、
当
該
要
素
α
庖
傭
減
少
は
生
起
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
か
く
L
て
、
レ
」
ダ
ー
 
 

偲
独
虜
閏
要
素
介
入
の
…
慧
H
、
限
界
生
産
力
誼
の
妥
当
し
得
な
い
所
以
を
、
レ
ー
ダ
ー
の
所
謂
利
潤
棒
大
化
の
仮
定
に
あ
て
は
透
ら
ぬ
 
 

こ
と
を
論
拠
と
L
て
、
緻
々
な
る
ヴ
ュ
ア
リ
ア
ン
ト
に
放
て
冷
静
す
る
の
で
あ
る
が
、
既
述
の
如
く
、
限
鼎
生
産
力
詮
の
根
本
的
な
る
 
 

要
請
が
純
粋
襲
撃
に
あ
る
以
上
、
独
占
的
要
素
介
入
の
場
合
、
利
潤
極
大
化
の
仮
定
①
安
当
し
な
い
事
例
の
い
か
に
多
く
の
ヴ
ュ
ア
リ
 
 

ア
ン
ト
む
挙
げ
て
限
界
生
産
力
詭
の
安
当
し
な
い
か
を
論
詳
し
て
馬
、
所
詮
、
理
論
的
に
は
い
か
は
ど
笥
興
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
で
あ
 
 

′れ  

（
4
）
 
 

む
う
か
。
す
で
に
吟
味
し
た
如
く
、
限
界
生
産
力
説
の
蹄
墟
挽
純
粋
親
密
七
あ
り
1
こ
れ
に
於
て
は
レ
ー
ダ
ー
も
認
め
る
如
く
、
常
匿
 
 

経
営
は
技
術
的
能
率
の
最
善
を
壷
す
も
の
4
乱
定
せ
ら
れ
て
居
る
。
従
っ
て
、
独
占
的
要
素
介
入
の
場
合
、
寝
皆
の
披
術
的
能
率
の
十
 
 

全
を
期
し
難
き
実
際
的
事
情
を
論
提
と
し
て
、
限
界
生
産
力
詮
の
安
当
せ
ざ
る
む
強
調
す
る
は
、
自
明
の
理
を
更
匿
追
究
す
る
に
似
る
。
 
 

間
慧
展
開
覧
ず
L
て
羞
農
学
る
ぼ
か
あ
毎
 
 

（
6
）
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爵
こ
十
三
巻
 
浩
二
蛇
 
 

芸
…
○
 
 
 

そ
れ
を
試
み
よ
う
と
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
レ
ー
ダ
ー
の
所
謂
経
螢
者
活
動
の
根
本
的
孜
内
容
蔽
何
で
あ
る
か
。
観
々
な
る
生
産
要
東
芯
 
 
 

結
合
纂
て
，
そ
れ
ぞ
れ
の
数
慧
問
に
、
シ
；
ィ
ダ
ー
の
盟
摘
全
霊
鯨
t
。
t
a
－
増
p
a
s
望
音
応
（
S
。
F
n
e
i
d
e
♪
】
尉
w
e
旨
n
・
 
 
 

ぬ
e
n
Z
u
ぺ
G
r
e
罠
p
邑
u
k
t
i
呈
a
昏
e
。
r
i
e
．
Z
e
i
t
s
c
b
旨
冒
冨
㌢
邑
賢
○
琶
m
i
e
〉
謬
n
d
i
く
こ
】
e
f
t
♪
S
．
害
．
）
 
（
9
）
 
 

）
 
ク
ラ
ー
ク
の
資
本
及
び
労
働
の
形
態
変
化
（
C
－
針
k
－
D
山
賢
i
b
u
許
ロ
O
f
慧
a
旨
－
p
．
－
芦
M
u
t
邑
a
d
a
p
t
a
t
i
O
㌣
n
一
f
O
m
 
 
 

i
0
0
昏
e
g
Ⅳ
n
e
邑
邑
e
f
O
：
h
e
s
e
t
w
。
p
3
d
邑
n
g
a
g
e
n
t
s
．
）
と
云
ふ
が
如
督
励
的
轟
象
駈
経
密
着
が
い
か
に
遊
行
す
る
か
と
云
 
 

ふ
問
題
で
あ
る
。
通
常
、
輿
へ
・
ら
れ
た
技
術
①
水
準
が
、
十
全
に
違
用
せ
ら
れ
、
朗
輿
の
條
件
笹
極
大
ま
で
数
巣
を
発
揮
せ
し
め
ら
れ
 
 
 

る
こ
と
を
以
て
、
レ
ー
ダ
ー
．
Q
所
謂
利
潤
極
大
化
の
條
件
む
考
へ
濁
る
。
披
術
、
の
水
準
将
、
経
営
者
が
如
何
な
る
能
率
を
輿
へ
る
か
忙
 
 
 

よ
つ
ゼ
、
具
体
的
に
採
用
せ
ら
れ
る
生
産
方
次
に
は
、
差
異
が
あ
り
得
る
。
こ
の
場
合
、
こ
れ
は
、
短
期
的
に
は
可
能
で
は
な
い
。
長
凱
 
 
 

の
時
間
を
聾
す
る
。
レ
ー
ダ
ー
が
E
曲
線
の
梯
想
む
試
み
る
場
合
、
か
く
の
如
資
時
間
草
葉
を
十
分
に
考
慮
し
兜
か
ざ
う
か
に
、
何
、
 
 
 

由
題
が
残
さ
れ
て
ゐ
る
。
 
 

限
界
生
産
力
詮
が
、
レ
ー
ダ
ー
の
所
謂
利
潤
梅
大
化
を
潤
擁
す
る
ご
と
ヽ
鴻
と
よ
り
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
、
承
認
せ
ら
れ
て
よ
い
。
 
 
 

L
か
し
、
か
か
る
意
味
の
利
潤
極
大
化
の
仮
定
は
、
独
り
限
界
生
産
力
設
の
要
請
た
る
に
と
ど
ま
る
も
や
で
は
な
い
。
確
定
的
な
帰
結
 
 
 

を
追
究
す
る
経
済
性
論
が
企
業
を
扱
ふ
場
合
は
、
こ
の
仮
定
を
原
則
と
し
て
挽
用
す
る
。
理
論
的
に
は
丹
独
占
的
要
素
介
入
の
場
合
と
 
 
 

錐
も
、
こ
の
仮
定
を
以
て
賢
く
。
た
だ
、
窪
皆
の
実
際
に
即
し
て
み
る
と
き
●
レ
ー
ダ
ー
の
函
ふ
如
く
、
四
つ
の
場
合
、
か
か
′
る
利
潤
 
 
 

極
大
化
①
原
則
か
ら
の
雫
離
は
あ
り
得
る
。
従
っ
て
、
独
㌢
限
鼎
生
産
力
説
ば
か
り
で
な
く
、
利
潤
挺
大
化
の
苗
掟
に
立
つ
経
済
理
論
 
 
 

は
、
レ
ー
ダ
ー
の
掲
げ
る
種
々
な
る
粉
食
に
、
す
べ
て
、
妥
当
し
な
く
な
る
。
限
界
生
産
力
諷
の
有
力
な
る
箱
疑
は
他
に
存
臆
す
る
。
 
 
 

即
ち
、
純
粋
な
牒
兢
邸
が
行
き
麗
し
て
、
静
態
が
成
立
す
る
場
合
、
即
ち
、
生
産
物
慣
格
が
十
分
堪
襲
来
慣
終
に
帰
属
す
る
場
合
で
あ
る
。
 
 
 

換
言
す
れ
ば
、
費
用
法
則
が
実
現
せ
ら
る
る
場
合
で
あ
る
。
尤
も
、
咤
の
他
に
も
重
要
の
綿
塊
（
例
へ
ぼ
完
全
な
る
補
償
の
法
則
の
英
 
 

∧
」
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現
等
）
の
存
す
る
こ
と
、
既
に
見
た
如
く
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
就
い
て
は
、
こ
こ
で
は
立
入
ら
ぬ
。
厳
密
な
る
意
味
匿
於
け
る
限
界
生
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
0
）
 
産
力
説
の
蛮
当
す
る
條
件
の
三
は
、
－
正
に
、
こ
の
費
用
法
則
に
存
す
る
。
従
つ
て
、
赦
占
的
要
素
介
入
に
よ
つ
て
、
限
界
生
産
力
誼
 
 

の
貫
か
れ
得
な
い
所
以
を
論
記
す
る
場
合
、
鼠
ぬ
レ
、
り
ダ
ー
、
の
所
謂
利
潤
梅
大
化
の
仮
定
が
経
営
の
実
際
に
於
て
威
軍
レ
な
い
こ
と
む
 
 

以
て
諭
披
と
す
る
レ
ー
ダ
ー
所
論
は
、
経
営
の
実
際
珂
を
強
調
す
る
志
向
に
於
て
は
叫
蔭
、
許
し
得
る
が
、
む
し
み
、
第
二
次
的
接
近
 
 

に
過
ぎ
ぬ
で
あ
ら
う
。
そ
れ
の
第
「
攻
的
接
故
は
、
上
釆
の
如
く
、
ぬ
く
恵
で
、
紺
占
的
凄
素
介
入
に
よ
つ
て
費
用
改
訂
の
貫
徹
を
期
 
 
 

し
鍵
き
畝
以
て
、
途
行
せ
ら
る
べ
き
も
の
と
考
へ
る
。
 
 
 

レ
ー
ダ
ー
の
限
界
生
産
力
誠
に
対
す
る
許
低
の
帰
結
は
、
そ
れ
に
、
分
配
理
論
に
於
け
る
一
般
的
原
則
と
し
て
の
地
位
を
輿
へ
る
こ
と
 
 

を
拒
否
す
る
に
あ
る
。
企
業
者
行
助
の
月
的
と
し
て
、
た
だ
、
利
潤
極
大
化
を
仮
定
す
る
こ
と
を
や
め
、
之
と
選
揮
抑
な
、
他
の
諸
仮
 
｛
H
）
 

′
 
定
の
導
入
の
必
要
な
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
従
っ
て
、
限
界
生
産
力
現
捺
そ
の
適
用
の
固
有
の
範
掲
を
持
ち
、
一
般
性
を
艶
得
す
る
こ
 
 

と
は
出
来
な
い
と
云
ふ
。
レ
ー
ダ
ー
の
意
図
は
、
利
潤
極
大
化
匿
対
し
て
、
選
捧
的
な
仮
定
を
設
け
る
こ
と
に
ま
つ
て
、
分
配
理
論
の
 
 

バ
ラ
㌻
イ
の
選
び
を
良
く
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
資
塞
主
義
的
企
業
の
根
源
的
動
機
は
利
滴
極
大
化
に
あ
る
。
こ
の
銀
波
 
 

的
動
機
以
外
の
励
機
も
現
実
躍
存
す
る
場
合
も
，
事
実
踪
於
て
、
認
め
得
る
¢
し
か
し
ー
盈
要
な
る
勅
械
を
把
へ
て
、
理
念
型
を
形
成
 
 

し
、
之
に
依
接
し
て
、
認
識
手
段
を
供
す
る
、
こ
と
整
蒜
学
の
理
論
的
恩
讐
般
の
原
則
で
あ
る
。
表
的
洪
賂
に
制
約
を
加
へ
る
こ
 
 

■
 
と
は
、
．
考
察
を
多
彩
た
ら
し
め
得
る
け
れ
ど
も
、
且
つ
、
あ
る
意
味
に
於
て
そ
れ
を
緻
密
庭
ら
し
む
る
け
れ
ど
も
一
点
考
の
大
綱
を
詑
 
 

も
労
り
得
る
も
の
で
は
な
い
。
由
葬
「
経
済
観
論
に
於
七
絃
∵
痙
済
原
則
が
、
資
本
主
義
的
企
業
治
効
に
諸
説
す
れ
ば
、
利
潤
極
大
化
 
 

料
を
理
念
と
し
て
追
究
せ
ら
れ
る
ざ
企
業
行
励
に
就
温
、
利
脚
極
大
化
の
仮
定
に
選
粍
的
な
仮
定
教
設
育
て
、
し
か
も
、
こ
の
点
だ
げ
 
 

か
ら
し
て
、
限
界
生
産
力
説
ひ
東
低
に
鞄
め
て
盈
要
な
る
制
約
を
加
へ
ん
と
す
る
こ
と
は
支
祷
し
難
い
の
で
あ
る
。
現
実
の
企
業
活
動
 
 

」
 
些
於
掛
る
本
質
的
登
別
縫
を
利
潤
極
大
化
と
見
る
な
ら
ば
、
こ
れ
む
苗
捷
と
す
る
も
の
は
、
 

限
界
年
産
力
詮
と
利
潤
極
大
化
の
問
題
 
 

三
二
 
 

好守   
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二
こ
こ
 
 

第
こ
十
三
巻
 
第
二
号
 
 

む
し
ろ
第
二
次
的
間
虚
言
壷
点
を
置
く
の
あ
ま
り
、
限
界
生
産
力
詭
の
思
考
山
般
を
、
過
少
に
許
慣
す
る
こ
と
按
許
も
れ
な
い
で
あ
ら
 
 

う
0
 
 

証
 
印
 
R
e
d
e
r
〉
O
p
・
C
i
t
・
－
 
 
 

問
 
R
e
d
e
r
〉
O
p
・
C
i
t
・
〉
 
 
 

勒
 
R
e
d
e
r
〉
O
p
・
C
i
t
・
，
 
 

囲
 
R
e
d
e
r
V
 
O
p
・
C
i
t
・
，
 
 
 

勒
 
R
e
d
e
r
｝
O
p
・
C
i
t
：
 
 
 

㈱
の
 
R
e
d
e
r
－
O
p
・
C
i
t
・
｝
 
 
 

靭
 
R
e
d
e
r
〉
O
p
，
C
i
t
こ
 
 

㈹
 
ク
ラ
ー
ク
限
界
生
産
力
詮
の
衆
拳
的
な
る
前
提
は
、
 
 

（
1
）
 
 

こ
と
 

あ
る
が
前
提
せ
■
打
れ
て
ゐ
る
。
L
の
場
合
、
労
働
を
一
系
列
に
於
て
加
除
す
る
に
せ
よ
、
或
は
、
賓
本
を
鵬
系
列
に
於
て
加
除
す
る
 
 

托
せ
よ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
金
的
胎
盤
は
二
足
と
さ
れ
、
同
州
事
物
を
、
同
】
過
程
に
よ
り
、
且
つ
、
不
変
の
組
織
形
態
の
下
に
、
生
産
す
 
 

（
2
）
 
 

る
こ
と
が
梼
想
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
か
ぐ
し
て
静
態
に
磨
け
る
分
配
洗
足
の
静
的
標
準
が
追
究
せ
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
ク
ラ
ー
ク
に
於
て
も
 
 

労
働
＿
廃
墟
と
の
結
合
形
態
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
散
華
の
剋
合
は
せ
に
應
じ
て
、
や
れ
ぞ
れ
形
闇
を
変
じ
て
相
逝
臆
し
、
単
な
る
禦
偽
的
割
合
 
 

へ
3
）
 
 

の
変
化
は
、
雨
着
の
性
魔
の
変
化
を
き
た
す
と
見
ら
れ
て
ゐ
る
。
本
来
ク
ラ
ー
ク
が
静
態
の
構
想
と
し
て
、
生
産
方
法
一
定
を
訂
挺
し
な
が
 
 

ら
、
上
凍
の
過
程
は
、
何
等
か
の
悪
魔
に
於
て
生
産
方
法
の
変
化
を
も
た
ら
す
で
あ
ら
う
。
こ
こ
に
、
ク
ラ
ー
ク
が
、
踪
解
す
る
と
こ
ろ
は
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 

4
）
 
 

静
態
法
則
で
あ
る
が
、
構
想
の
過
程
と
し
て
軌
的
要
因
を
導
入
す
る
こ
と
を
許
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
所
以
が
存
す
牒
。
或
は
ま
た
、
 
 

（
6
）
 
 

（
5
）
 
 

賓
本
の
変
形
の
過
程
を
、
m
i
⊇
C
訂
○
ご
r
a
n
s
m
u
t
a
t
i
O
n
と
云
ふ
が
如
き
表
現
を
以
て
誕
閤
を
試
み
る
の
も
、
同
様
の
事
情
に
よ
る
。
変
 
 

形
の
奇
蹟
の
正
体
は
、
長
期
の
時
間
安
東
で
あ
る
。
そ
れ
を
な
す
も
の
は
′
、
レ
ー
ダ
ー
の
タ
ー
ム
で
表
現
す
れ
ば
、
磋
営
著
活
勤
で
あ
る
。
 
 

p
．
金
柑
．
 
 

J
p
p
・
串
誓
丁
た
芯
－
 
 

p
・
会
心
・
 
 

p
・
缶
㌘
 
 

p
●
島
ぬ
●
 
 

p
p
・
畠
テ
会
㌣
 
 

p
▲
た
芯
・
f
0
0
7
n
O
t
P
 
 

彼
の
断
雲
態
に
告
。
そ
れ
に
於
て
は
、
生
法
、
そ
の
他
蒜
條
件
は
仙
定
で
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限
界
生
産
力
設
と
利
潤
蕗
大
化
の
問
題
 
 

）
 
八
U
 
 

l
 
 

（
 
 

）
 
 

1
 
 

1
 
 

′
t
ヽ
 
 
 

定
祀
金
に
於
け
る
技
術
の
水
準
で
あ
る
。
 
 
 

p
・
－
か
㌣
 
 
 

こ
）
 
C
－
a
r
k
｝
D
首
r
i
b
已
i
O
n
 
O
f
宅
e
a
訂
h
・
 

p
・
－
讐
・
 
 
 

（
N
）
 
C
ざ
許
－
O
p
・
C
i
t
・
｝
 
 

従
っ
て
、
ク
ラ
ー
ク
の
矛
盾
を
回
避
す
る
K
は
、
輿
件
と
し
て
の
坐
産
方
法
の
苦
味
を
精
密
に
濁
定
す
る
を
要
す
る
。
即
も
、
興
件
捺
、
一
 
 

p
・
－
彗
・
 
 
 

（
ひ
）
 
C
訂
r
k
，
O
p
・
C
i
t
・
）
 
 

p
●
－
冠
、
 
 

（
三
 
C
官
k
〉
O
p
・
C
i
t
．
〉
 
 

（
∽
）
 
「
賛
本
の
形
態
の
変
化
と
云
ふ
は
、
黎
本
を
構
成
㌢
る
贅
本
財
の
内
容
の
変
化
に
外
な
ら
ぬ
」
と
、
高
田
博
士
は
、
こ
の
鮎
を
包
 
 

解
せ
逐
れ
て
ゐ
る
。
同
博
士
F
経
臍
学
研
究
」
三
四
京
。
ま
た
「
ク
ラ
！
ク
は
、
最
終
軍
位
の
生
産
力
の
最
も
小
な
る
こ
と
を
 
 

動
的
系
列
に
於
て
僻
定
し
て
ゐ
る
」
と
も
邁
べ
ら
れ
る
。
同
撃
こ
七
頁
。
こ
れ
ら
は
、
我
々
の
理
解
に
痛
ず
る
も
の
が
あ
る
と
 
 

思
ふ
。
∵
、
 
 
 

p
．
1
ヨ
・
 
 

（
（
こ
 
C
－
a
訝
O
p
・
C
i
t
こ
 
 

費
用
法
則
が
前
転
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
限
界
生
産
力
設
が
成
立
し
、
ワ
ラ
ス
聖
二
命
題
も
、
従
っ
て
無
残
余
改
も
、
論
叢
せ
ら
れ
る
。
高
田
 
 

保
題
博
士
「
勢
力
課
論
集
」
 
山
七
八
冥
。
 
 

R
e
d
e
r
｝
O
p
・
C
i
t
・
－
p
p
・
缶
？
㌫
L
 
 
 

】
三
三
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